
a.21iこ

・５-哭Ｊ

-

-

J y － J 、 ・

一 一

－

ｋ・

・１ ｙ乙

－ｒ=㎜
ｌ瓦__

-

一

1

･

ｌ

４
訂

ｙ

７
・
■

５

Ｗ一一

！Ｊ
７-

7き１

，

４Ｊ

;
3
i
G
;
;
1
。
S
5
　
　
＆

．
ｉ
Ｌ
″
｀
乳
ｌ
卦
咎
Ｕ
Ｕ

ＩＵ　ｉ

|・jl，

　　｀.y

.こIZ

４

４
．
．
ｆ

ふ'･－¶

I.　　　　　　　　　　-詞-●●'

　　　　　　.－－』.

.･　　　㎜皿'●J■

　　　　一一

il･-.
Z｢

四〃･

一一7

il i･ll嘔･･憧.’･゛

･●■-･

s？i

｀● j . ● ● . ・

　 I

メ

｜

―
‐

甲府中学･甲府-高　創立130周年

東京同窓会記念誌

一

ｉ
ゝ
Ｉ

５

｜

Ｉ
Ｉ

’
：
－
Ｉ
；
『
’

ｉ

４
１

Ｉ
・
！

日

ｒ
ｔ

４

･･･

-¬きご叫士粁-?

｜ ●

｜

辿で』

1117

1-
s?W゛

r”－1､.

ｒ
レ
’
易
零
－
－
Ｉ



ｌ

泌
ｙ
‐

か

／

！　｀ﾖ･llﾖ11¬nQ、・

●l　り７･=ｓｌ．

・・「・･●’一、

-’

｜

･d

嶮

伊藤ハム株式会社取締役相談役河西力(昭和35年卒業)

〒153-8587　東京都目黒区三田1-6-21アルト伊藤ビル
一俸薗jゝZIホームページアドレスhttp://www.itoham.co.jp



山
梨
絲
立
甲
府
中
學
校
校
歌

　
　
　
　
　
三
　
井
　
　
甲
之
　
　
作
詞

　
　
　
　
　
東
京
高
等
音
楽
學
院
　
　
作
曲

一
、
我
等
は
日
本
に
生
ま
れ
た
り

　
　
神
の
御
代
よ
目
二
系
の

　
　
皇
統
戴
く
我
國
に

　
　
生
ま
れ
し
こ
と
の
う
れ
し
さ
よ

　
　
皇
國
の
柴
え
は
天
地
ど

　
　
共
に
窮
り
か
か
る
べ
し

山
梨
県
立
甲
府
第
一
高
等
学
校
校
歌

昭
和
2
3
年
１
０
月
２
２
日
制
定

小上

松条

漬馨

二
甲
斐
の
国
　
み
中
に
建
ち
て

　
　
古
へ
ゆ
　
雄
心
伝
へ

　
　
新
し
き
　
世
の
鑑
と
し

　
　
勉
め
て
む
　
こ
の
学
舎
に

作
詞
作
曲

千
大
和
島
根
に
山
め
ぐ
る

　
　
甲
斐
の
國
あ
リ
水
清
き

　
　
郷
土
の
歴
史
顧
み
よ

　
　
奴
等
の
務
め
軽
か
ら
ず

　
　
見
よ
や
南
に
富
士
ケ
嶺
は

　
　
皇
國
の
鋼
め
ど
聳
え
た
り

三
、
大
海
原
の
捲
リ
や
ま
ぬ

　
　
波
を
も
風
を
も
凌
ざ
っ
つ

　
　
護
れ
皇
國
を
諸
共
に

　
　
國
民
阜
リ
て
國
の
た
め

　
　
捲
ま
ず
萎
縮
ま
ず
辞
易
が
ず

　
　
進
む
ぞ
大
和
ご
ご
ろ
な
る

二
、
日
に
新
た
　
ま
た
日
に
新
た

　
　
弥
高
き
　
の
ぞ
み
を
も
ち
て

　
　
真
な
る
　
理
究
め

　
　
励
み
な
ご
　
若
人
我
等

三
、
聳
え
立
つ
　
芙
蓉
の
高
根

　
　
清
き
哉
　
甲
斐
の
山
川

　
　
も
ろ
と
も
に
　
玉
と
磨
き
て

　
　
賛
く
べ
し
　
天
地
の
化
育



鐘
」
に
寄
せ
て

東
京
同
窓
会
会
長
井
上
幸
彦

（
昭
和
．
・
士
年
卒
）

　
東
京
同
窓
会
も
五

ト
ー
回
目
を
数
え
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
昨
年
は
、
五
十
回

目
の
節
目
と
い
う
こ

と
で
、
初
め
て
講
演
会
を
織
り
込
み
、
し
か
も
講
師

と
し
て
御
年
九
十
七
歳
の
日
野
原
重
明
先
生
を
お
迎

え
し
た
こ
と
も
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
会
と

な
っ
た
。
四
十
六
年
卒
の
幹
事
団
の
皆
様
の
御
労
苦

に
心
か
ら
敬
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
今
年
は
、
母
校
創
立
百
三
十
周
年
に
あ
た
り

秋
に
は
甲
府
で
盛
大
な
式
典
が
催
さ
れ
る
由
で
あ
る
。

　
は
校
に
在
籍
し
た
者
と
し
て
。
白
三
十
年
の
歴
史
の

一
端
の
担
い
手
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
誇
り
に
思
う
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
[
b
e

A
m
b
i
t
i
o
u
s

A
g
a
i
n
U

‐

今
新
た
な
る
人
生
の
扉
を
再
び
？
・
～
で
あ
る
。

　
同
窓
会
の
場
は
、
仲
間
遠
の
元
気
な
様
子
を
確
認

し
、
縦
横
の
絆
を
深
め
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
齢

は
と
っ
て
も
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
「
今
新
た
な
る

人
生
の
扉
を
再
び
Ｉ
開
け
る
キ
ッ
カ
ケ
に
な
れ
ば
と

願
う
も
の
で
あ
る

さ
っ高

等
学
校
校
長
跡
部
　
和

（
昭
和
四
四
年
卒
）

　
平
成
∵
ド
二
年
度
甲
府

中
学
校
・
甲
府
第
一
高
等

学
校
東
京
同
窓
会
が
、
こ

こ
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

す
こ
と
を
心
よ
り
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
の
発
展
の
た
め
、

多
大
な
る
御
支
援
、
御
協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
校
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
は
Ｉ
ハ
ハ
○
年
の
山
梨
県
中
学
校
創

設
以
来
亘
ニ
ト
ー
年
を
数
え
る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
現
在
同
窓
会
の

皆
様
に
は
、
そ
の
ご
厚
志
に
よ
り
、
生
徒
の
主
体
的
・
創
造
的
活
動

を
支
援
す
る
百
新
基
金
」
の
創
設
、
自
習
室
の
新
設
、
マ
イ
ク
ロ

バ
ス
の
更
新
な
ど
、
既
存
の
「
同
窓
会
奨
学
金
」
に
加
え
、
生
徒
の
学
業
、

文
化
、
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
大
き
な
後
押
し
と
な
る
記
念
事
業

を
展
開
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
十
月
ニ
ト
二
日
に
は
山

梨
県
民
記
化
ホ
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
記
念
式
典
を
計
画
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
佼
は
宰
成
一
Ｊ
ト
ー
年
度
よ
り
［
文
化
の
香
り
が
す
る
懐
の
深
い

進
学
校
］
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
教
育
課
秤
の
改
善
、
進
路
指

導
体
制
の
強
化
、
授
業
力
の
向
ト
、
文
化
ス
ポ
ー
ッ
活
動
の
奨
励
を

図
る
な
か
で
、
進
路
実
現
の
向
ト
を
始
め
と
す
る
一
層
の
学
校
活
性

化
を
目
指
し
、
教
職
目
二
回
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

　
頃
京
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
御
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
益
々
の
御
発
展
と
御
健
勝
を
祈
念
い
た
し

孚

窓回
会
に
あ
た
っ
て

年
度
代
表
幹
事
細
田
　
仁

　
　
　
　
（
昭
和
四
七
年
卒
）

　
本
日
ご
出
席
い
た
だ

い
た
同
窓
生
の
皆
様
、

ま
た
未
曾
有
の
厳
し
い

経
済
環
境
の
な
か
「
日

新
鐘
」
に
広
告
出
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、

物
心
両
面
か
ら
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
に

当
番
幹
事
一
同
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
は
テ
ー
マ
を
「
ｇ
そ
匹
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ｙ
９
既
」
今
新
た
な
る

人
生
の
扉
を
再
び
！
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
五
十
年
の
節
目
を
迎
え
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

東
京
同
窓
会
。
輝
か
し
い
百
三
十
年
の
歴
史
を
則
む
母
校
甲

府
一
高
。
そ
の
同
窓
生
で
あ
る
我
々
も
、
こ
れ
を
期
に
新
た

な
人
生
の
扉
を
挟
じ
開
け
よ
う
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
ま

し
た
。

　
本
日
の
同
窓
会
で
は
、
ま
ず
母
校
百
三
十
年
の
歩
み
と
未

来
へ
の
挑
戦
を
見
事
に
纏
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
歴
史
の
証
人
　
歴
史

を
築
い
た
一
高
人
、
そ
し
て
未
来
へ
士
百
二
十
九
周
年
同
窓

会
実
行
委
員
会
制
作
）
を
ヒ
映
し
ま
す
。
そ
し
て
よ
さ
こ
い
ソ
ー

ラ
ン
を
山
梨
で
進
化
さ
せ
た
甲
斐
の
国
武
田
踊
り
チ
ー
ム
「
風

林
火
山
」
の
演
舞
を
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
す
。

　
「
Ｏ
Ｕ
Ｒ
　
Ｇ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
　
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」
か
ら
「
魁
　
接
点
5
0
年
」

こ
れ
ら
の
先
輩
の
思
い
を
引
き
継
い
だ
「
Ｆ
≧
呂
Ｅ
ｏ
ｇ

ぺ
ぐ
回
二
今
新
た
な
る
人
生
の
扉
を
再
び
！
私
た
ち
4
7
会
の
思

い
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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一生徒会誌「日新鐘」とともにー

乙函丿訓走会誌も東京|司窓会の記念詰と同じ名前で「Ｈ新鐘」という。

叫泳11yﾄ度に創|:ﾘされ、学校に確認したところ現在も続いていて４３号を

数えるそうである。今年度東京同窓会の幹事をつとめる４７年度卒も、　。｡ISII癩j

生徒会誌「日新鐘」の黎明期甲府一高に学んだ。当時の生

徒会誌には自主自立の精神、甲府中学・甲府一高

の歴史にｎかれる一高らしさ「be　　　　　　　　　　　。

Ambitious ！」のこころも垣

間見える。
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声。
昭和46年度「日新鐘」から

Ｏ「建設と破壊」校長根津修蔵先生○特集投

稿記事「高校の予備校化」「受験体制に関し

て」「受験について」○特集記事「進路クラ

ス別編成について」○それまでの文化祭から

F一高祭」と名前を改め実施○研修旅行のバ

ス車内での歌は尾崎紀世彦「また逢う日ま

で」○強行遠足は雨で途中中止○特集記事

「国防と自衛隊」０３年生のひとり一言から

「諸君ついに出発の時が来た。見よあの朝焼

けを！我等の力を試す時がやってきたのだ」

「ならば問う、君は生きてきたのかと」「責

任ある自由」「好きですと言われたかった」

「天才はぼくひとり」「絆」△西新宿再開発で

京王プラザホテル開業△大久保清事件△中

国が国連加盟△カップヌードル発売開始△

横鋼玉の海急逝△マグドナルド１号店銀座

に開業△仮面ライダーシリーズスタート△

流行語「しらけ」△流行歌「あの素晴らしい

愛をもう一度」

長根津修祓先生○

特集創立９０周年を迎えて･臼田のム

スビ～依田寿倭次(よわじ)伝○生徒

会実施アンケートから｢総合選抜に｣

賛成１２％反対６８％｢校則｣厳しい

3％普通48％厳しくない49％○生

徒総会の議題｢外出の自由について｣

｢反戦･反安保について｣｢トイレの整

備｣○研修旅行1年白樺湖2年草津研

修の議題｢高校生のあり方について｣

｢高校生の政治活動について｣｢高校生

の悩みと解決方法｣など○生徒会の

研修のテーマ｢三無主義｣○生徒会役

員選挙フ回目の告示でようやく立候

補者△玉の海･北の富士横綱同時昇

進△日本万国博覧会△よど号ハイ

ジャック事件△ビートルズ解散△三

島由紀夫市ケ谷自衛隊で割腹自決△

流行語｢ウーマンリブ｣｢三無主義｣△

流行歌｢走れコータロー｣

2ｽﾞj

/.･　al.h　　..

ろ

昭和４４年度｢日新鐘｣から

Ｏ｢自由と責任｣校長根津修蔵先生○

一年生身延山研修旅行｡夜の研修議題

｢クラブ活動勉強｣｢友情｣二年生草津

方面研修旅行r高校二年生における男

女交際のあり方｣｢友情｣｢異性につい

てJF現代の高校生をみつめて｣など

○校内一万ｍ入賞者１位(１年)保坂

雅寛(２年)新藤公正(３年)石原光博

(女子)斉藤三保･桐原恵子･岩潭三枝

子同タイム○クラブ活動入部者アン

ケート｡全体の中での入部率５３％

○当時の生徒会予算年３９２万円｡新

聞部１８万５千円△東大安田講堂の

攻防△東名高速道路西宮まで全線開

通△アポロ１１号月面着陸△青森･

三沢高ＶＳ愛媛･松山商延長18回再

試合△沖縄返還決まる△流行語｢Ｏ

ｈドE－レツ｣｢アッと驚くタメゴ

ロー｣
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'III々III学.|||府･高校歌

ごあいきつ

ｂｅ　ｘｍｂｉｔｉｏｕｓ！のこころ

ｂｅ　ｘｍｈｉｔｉｏｕｓ！

●■■●●●‐●●■●

●●●●●●●●●●●

そしてｂｅ　Λｍｂｉｔｉｏｕｓ　Λｇａ

夢の途中一伊藤重光一

も、と多くの盲導犬を一井上幸Jl－

地雷処理活動にかけるー|:井義尚－

１
１ｎ

Φ
－

学長としての新たな挑戦一下條文武－　‥‥‥‥‥‥

　たった一一人の挑戦一中村和男－

　ふるさとはいま

　やまなしの日本一

　生活習慣の改善は難しい一山口登－

　‘高この･年

現役一高生のＡｍｂｉｔｉｏｕｓ！

　湖:会講演会から
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4721∂ais
甲府一高の校是「少年よ大志を抱け」のクラーク博士はあまりにも有名ですが､日本から帰国したクラー

ク先生が理想の大学づくりや鉱山経営に失敗した話はあまり知られていません。先生はきっと人生の最

後の瞬間まで夢を追い求めた人だったのだと思います。少年の夢を実現した仲間、そして熟年の域に達

してさらなるチャレンジをしている先輩たち４人を特集しました。

夢
の
途
中伊
藤
重
光

（
昭
和
四
Ｌ
年
卒
）

　
生
ま
れ
育
っ
た
場
所
の
近
く
に
、
野
鍛

冶
仕
事
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の

が
、
す
べ
て
の
始
ま
り
で
し
た
。
赤
く
焼

け
た
鉄
の
塊
が
、
み
る
み
る
形
を
変
え
て

い
く
の
を
、
飽
き
ず
に
よ
く
眺
め
て
い
ま

し
た
。

　
小
学
校
に
あ
が
り
見
て
い
た
本
の
中
に
、

幼
い
頃
よ
く
眺
め
て
い
た
光
景
の
イ
ラ
ス

ト
が
出
て
き
て
、
本
文
を
興
味
深
く
読
み

ま
し
た
が
、
当
時
の
私
に
は
内
容
が
難
し

く
、
良
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
、
鍛

冶
什
事
の
説
明
で
、
日
本
刀
に
つ
い
て
も

書
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。
妙
に
Ｉ
．
』
つ
の
事

柄
が
頭
に
残
り
ま
し
た
。
日
本
刀
は
砂
鉄

を
原
材
料
に
作
ら
れ
て
い
て
、
大
き
く
古

刀
と
新
刀
に
分
か
れ
、
新
刀
は
古
刀
を
目

標
に
作
ら
れ
て
い
て
、
新
刀
以
降
四
。
自
年

近
く
が
経
つ
が
、
誰
一
人
と
し
て
そ
の
再

現
を
し
た
者
が
い
な
い
。
こ
の
『
砂
鉄
』

と
一
四
百
年
』
の
単
語
の
二
つ
は
、
現
在

ま
で
五
ト
年
近
く
、
頭
か
ら
離
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
時
代
の
差
は
あ
っ
て
も
、

同
じ
人
間
が
作
っ
て
い
て
な
ぜ
、
四
、
白
年

も
の
間
作
れ
な
い
の
か
、
不
思
議
で
刀
そ

伊雨季光さんの原点「刀子（とうす）」

の
も
の
を
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。
小
学

校
も
高
学
年
と
な
り
理
科
の
時
間
に
磁
石

と
砂
鉄
が
教
材
に
出
た
こ
と
が
あ
り
、
初

め
て
砂
鉄
を
手
に
し
た
時
に
、
も
う
刀
の

事
で
頭
の
中
は
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
気
が

つ
け
ば
荒
川
の
河
川
敷
で
砂
鉄
を
集
め
て

お
り
ま
し
た
、
集
め
て
ど
う
こ
う
し
よ
う

と
い
う
の
で
は
な
く
、
私
の
中
で
は
砂
鉄

と
刀
が
イ
コ
ー
ル
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
砂
鉄
は
後
年
鍛
冶
修
業
に
入
り
、
処

理
方
法
が
わ
か
っ
た
時
に
、
鉄
に
還
元
し

て
『
刀
子
（
と
う
す
）
』
を
っ
く
り
ま
し
た
。

こ
れ
が
私
の
刀
作
り
の
原
点
で
あ
り
一
番

の
宝
物
で
す
。
刀
子
と
は
、
今
日
の
ペ
ー

パ
ー
ナ
イ
フ
の
よ
う
な
も
の
で
、
古
墳
か

ら
奈
良
飛
鳥
時
代
に
、
木
簡
に
書
い
た
文

字
な
ど
を
消
す
時
に
使
用
し
た
り
し
た
も

の
で
す
。
　
　
へ

　
中
学
に
入
り
、
一
年
の
夏
に
親
し
い
友

人
に
、
日
本
刀
を
作
っ
て
み
た
い
等
と
、

自
分
の
気
持
ち
を
語
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
、
そ
の
時
は
彼
に
一
何
夢
み
た
い
な
こ

と
を
言
っ
て
い
る
の
か
」
と
、
一
笑
に
付

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
今
か
ら
考
え

る
と
彼
は
現
実
を
良
く
見
据
え
て
い
て
、

私
は
こ
の
頃
か
ら
夢
の
世
界
に
入
り
込
ん

で
し
ま
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
日
本
刀
の
こ
と
を
も
う
少
し
正
確
に
お

話
し
ま
す
と
、
日
本
の
黎
明
期
に
大
陸
や

朝
鮮
半
島
か
ら
伝
わ
っ
た
剣
や
直
刀
が
、

平
安
中
期
頃
に
反
り
の
あ
る
湾
刀
と
形
を

変
え
所
謂
日
本
刀
と
な
り
、
源
平
の
合
戦

が
終
わ
り
、
平
穏
に
な
っ
た
鎌
倉
期
に
、

地
鉄
の
美
し
さ
や
刃
紋
の
華
や
か
さ
な
ど

最
高
峰
の
も
の
と
な
り
、
そ
れ
以
降
た
え

ず
鎌
倉
期
の
も
の
が
目
標
と
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
戦
国
時
代
ま
で
を
古
刀
、
安
土
桃

山
時
代
以
降
が
新
刀
と
分
類
さ
れ
ま
す
。

大
量
消
費
さ
れ
た
戦
国
期
に
、
質
よ
り
輦

の
生
産
方
法
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
の
作
刀

方
法
の
技
術
の
伝
承
が
途
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
、
新
刀
は
、
鎌
倉
期
の
再
現
と
全

く
新
し
く
違
う
刀
作
り
と
二
通
り
に
分
か

れ
て
い
き
ま
す
。

　
私
の
こ
だ
わ
り
は
砂
鉄
に
あ
り
ま
す
。

戦
国
末
期
よ
り
、
南
蛮
鉄
な
ど
日
本
古
来

の
製
鉄
法
以
外
で
作
ら
れ
た
鉄
素
材
で
の

作
刀
も
あ
り
ま
す
が
、
最
高
峰
の
物
を
目

指
す
に
は
、
や
は
り
原
材
料
か
ら
は
じ
め

な
け
れ
ば
、
い
く
ら
似
た
物
が
で
き
た
と

し
て
も
、
そ
れ
は
似
て
非
な
る
も
の
で
本

物
で
は
な
い
。
多
く
の
人
が
砂
鉄
か
ら
の

作
刀
に
挑
戦
し
て
は
、
既
存
の
鉄
素
材
に

移
っ
て
い
き
ま
す
。
砂
鉄
か
ら
の
鋼
づ
く

り
は
非
常
に
小
安
定
で
、
な
か
な
か
思
い

ど
お
り
の
物
が
で
き
ま
せ
ん
。
室
町
時
代

に
完
成
さ
れ
た
大
型
の
た
た
ら
製
鉄
は
安

定
し
た
鋼
づ
く
り
が
で
き
ま
す
が
、
鎌
倉

期
の
も
の
と
は
質
が
違
い
ま
す
。
で
き
な

い
鋼
に
見
切
り
を
つ
け
、
皆
現
実
的
な
作

刀
に
変
わ
・
っ
て
い
く
な
か
、
私
は
未
だ
に

夢
の
途
中
、
夢
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

６Ｎ弓hlnshovol.IZ
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ｙ皿

日限あさひ社会復帰促進セコ

ー－----　－

犬
を井
上
幸
彦

　
・
ロ
導
火
育
成
事
業
に
携
わ
る
よ
う
に

な
っ
て
早
七
年
と
な
る
。
盲
導
犬
に
つ
い

て
の
知
識
を
全
く
待
っ
て
い
な
か
っ
た
自

分
で
は
あ
る
が
、
視
覚
障
害
者
の
白
‥
立
と

社
会
参
加
の
促
進
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
大
変
や
り
甲
斐
を
感
じ
、
人
生
の

晩
年
を
送
る
の
に
こ
の
上
な
い
活
動
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）
に
巡
り
会
え
た
喜
び
に

浸
っ
て
い
る
。

　
現
在
わ
が
国
の
盲
導
犬
育
成
団
体
は
、

九
団
体
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
現
在
活
躍
し
て
い
る
盲
導
犬
の

数
は
、
全
国
で
千
五
ナ
頭
弱
と
い
う
と
こ

ろ
で
あ
る
。
盲
導
犬
と
の
生
活
を
望
ん
で

い
る
視
覚
障
害
者
は
七
千
八
百
人
程
と
言

わ
れ
て
お
り
、
こ
の
乖
離
の
解
消
を
目
指

す
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
財
団
を

運
営
し
て
い
く
上
で
必
須
の
財
政
基
盤

は
、
ほ
と
ん
ど
多
く
の
人
々
の
善
意
の
浄

財
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
実
情
に
あ

る
。
　
従
っ
て
、
理
事
長
と
し
て
の
自
分
の
仕

事
は
、
こ
の
財
政
基
盤
を
確
た
る
も
の
に

す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
財
団

の
存
在
感
を
高
め
、
盲
導
犬
に
つ
い
て
の

幅
広
い
理
解
と
協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

（
昭
和
三
一
年
卒
）

つ
と
め
る
こ
と
で
あ
る
。
お
蔭
様
で
近
年
、

Ｔ
Ｖ
ド
ラ
マ
「
盲
導
犬
ク
ィ
ー
ル
の
。
生
」

や
映
画
「
盲
導
犬
ク
ィ
ー
ル
」
が
放
映
、

上
映
さ
れ
た
こ
と
と
、
身
体
障
害
者
補
助

大
法
が
制
定
、
行
さ
れ
た
こ
と
等
が
追

い
風
と
な
っ
て

ｄ

の
理
解
は
急
速
に
広

ま
っ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
昨
年
の
四
月
ト
九
日
に
は
皇

太
子
殿
下
、
同
妃
殿
下
の
当
方
神
奈
川
訓

練
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
行
啓
を
仰
ぐ
と
い
う
光

栄
に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
両
殿
ド
か

ら
暖
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
を
賜
り
、
職

員
一
同
こ
の
感
激
を
糧
に
、
更
に
盲
導
犬

育
成
事
業
に
誇
り
を
も
っ
て
邁
進
す
る
こ

と
を
誓
い
合
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
盲
導
犬
育
成
事
業
に
協
力
い
た
だ
く
に

は
、
何
と
い
っ
て
も
盲
導
犬
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。
静
岡
県
富

士
害
心
の
人
穴
地
区
に
新
設
さ
れ
た
わ
が

協
会
の
「
日
本
‥
」
目
導
火
総
合
セ
ン
タ
ー
」

（
富
七
八
Ｉ
ネ
ス
）
は
、
富
士
山
の
裾
野

の
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
に
あ
り
、
誰
で

も
ア
ポ
な
し
で
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
て
も
施

設
見
学
や
実
演
な
ど
を
ご
覧
戴
け
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で

み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。

井上幸廊【いのうえ・ゆきひこ】

昭和１２年生まれ。甲廃市出身。京都大学法学部を卒業。警察庁に入り。千葉

県警本部長、警察庁警務局長などを経て平成日年第日○代警視総監。オウム真

理教導件の捜査の陣頭に立つ。現在、財団法人日本盲導犬協会理導喪。

Ｏ日本盲導犬総合センター（富士ハーネス）

　〒418-0102静岡県富士宮市人穴381�0544-29-1010

　　　http://www.fuji-harness.net/
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地
雷
処
理
活
動
に
か
け
る

土
井
義
尚
（
昭
和
三
六
年
卒
）

　
平
成
十
一
年
の
春
、
瓦
十
六
歳
余
で
自

衛
隊
退
官
、
待
ち
に
待
っ
た
第
二
の
人
生
。

一
高
の
直
ぐ
近
く
に
あ
る
寺
の
次
男
坊
と

し
て
生
ま
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
卒
業
後
、

和
尚
と
し
て
の
人
生
を
選
択
し
な
か
っ
た

後
ろ
め
た
さ
を
精
算
す
る
為
に
、
先
ず
は

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
に
上
山
し
一
年
間

の
修
行
生
活
を
し
ま
し
た
。
「
元
自
衛
官

に
し
て
気
持
ち
は
僧
侶
」
に
ま
で
な
り
ま

し
た
。
そ
の
直
後
は
、
健
康
回
復
の
た
め

一
旦
会
社
員
と
な
り
一
段
落
し
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
に
、
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
の

地
雷
処
理
を
実
施
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を
設
立
し

て
欲
し
い
一
と
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

断
る
積
も
り
で
し
た
が
熱
心
丁
寧
に
依
頼

さ
れ
ま
し
た
の
で
一
応
現
地
を
視
察
し
ま

し
た
。
平
成
ト
三
年
の
ト
二
月
で
し
た
。

予
想
し
て
い
た
状
況
と
は
違
っ
て
い
ま
し

た
。
対
人
地
雷
が
元
凶
だ
と
思
い
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
被
害
の
原
因
は
、
半
分
が

不
発
弾
だ
っ
た
の
で
す
。
「
こ
れ
は
、

お
断
り
し
て
は
い
け
な
い
」
と
の
結
論

に
ヤ
り
ま
し
た
。
理
由
は
、
元
自
衛
官
（
元

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
長
不
発
弾
処
理

教
育
を
担
当
）
に
し
か
出
来
な
い
、
し
か

も
僧
侶
と
し
て
不
発
弾
の
災
禍
の
現
状
を

目
に
て
何
も
し
な
い
で
逃
げ
て
い
い
の
か
と

な
る
と
、
決
し
て
許
せ
な
い
こ
と
だ
っ
た

か
ら
で
す
。
自
己
責
任
の
範
囲
で
、
能
力

の
範
囲
で
ほ
ん
の
小
規
模
で
あ
っ
て
も
一

隅
を
照
ら
す
存
念
を
以
っ
て
不
発
弾
処
理

活
動
か
ら
の
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
私
に
し
か
出
来
な
い
仕
事
（
不

発
弾
処
理
）
、
私
に
最
適
な
仕
事
に
巡
り

合
っ
た
思
い
で
し
た
。
爾
来
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
を

設
立
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
地

雷
処
理
を
支
援
す
る
会
略
称
Ｊ
Ｍ
Ａ

Ｓ
）
平
成
十
四
年
七
月
か
ら
活
動
を
開
始
、

そ
の
後
、
日
本
政
府
か
ら
の
贈
与
資
金
を

受
け
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
地
雷
処
理
、
ラ

オ
ス
で
の
不
発
弾
処
理
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
で
の
軍
閥
解
体
の
国
際
監
視
団
及
び
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
地
雷
処
理
へ
と
活
動

の
地
域
と
内
容
が
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

会
員
・
支
推
考
も
増
加
し
ま
し
た
。

　
平
成
ト
九
年
に
は
同
期
生
が
山
梨
支
部

を
設
立
し
て
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
間
「
ア
フ
リ
カ
で
も
活
動
を
」
と

の
期
待
が
何
回
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が

一
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｓ
は
、
ア
ジ
ア
に
専
念
し
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
は
、
元
宗
主
国
の
西
欧
諸
国
か

お
や
り
に
な
る
で
し
ょ
う
」
と
言
っ
て
全

く
見
向
き
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

平
成
十
九
年
、
諸
状
況
か
ら
日
本
経
団
連

の
ア
ン
ゴ
ラ
経
済
視
察
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一

員
と
し
て
ア
ン
ゴ
ラ
を
訪
問
す
る
こ
と
と

な
り
、
こ
れ
を
契
機
に
ア
ン
ゴ
ラ
で
も
機

械
に
よ
る
地
雷
除
去
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
準

備
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
納
得
し
、
平
成
二

十
年
一
月
か
ら
本
格
的
に
ア
ン
ゴ
ラ
ヘ
出

向
い
て
準
備
し
ま
し
た
。
現
地
代
表
予
定

者
の
直
前
辞
退
が
あ
り
、
私
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
引
き
受
け
た
責
任
者
と
し
て
理
事

長
を
退
任
し
て
自
ら
専
門
家
兼
現
地
代
表

と
な
り
平
成
二
十
年
六
月
か
ら
ア
ン
ゴ
ラ

に
常
駐
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
、
諸
手
続

き
に
難
儀
し
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
一
年

四
月
か
ら
実
際
の
除
去
活
動
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

　
ア
ン
ゴ
ラ
共
和
国
は
、
一
九
七
五
年
ま

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
植
民
地
で
し
た
。
独
立

し
て
か
ら
二
十
七
年
間
は
東
西
‥
代
理
戦
争

の
内
戦
、
何
と
か
二
〇
〇
二
年
に
内
戦
が

終
了
し
た
若
い
国
で
す
。
油
も
出
る
、
金

も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
も
あ
る
資
源
国
家
で

す
。
し
か
し
、
国
民
は
、
教
育
を
受
け
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
「
人

は
い
ま
す
が
人
材
が
い
な
い
」
と
言
わ
れ

る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
人
を
育
て
る
こ
と

と
地
雷
の
除
去
が
急
務
で
す
。
ア
ン
ゴ
ラ

杜
公
で
の
什
事
の
推
進
は
、
喜
び
と
怒
り

と
忍
副
の
日
々
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
日

本
か
ら
の
支
援
、
小
さ
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
で

あ
っ
て
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
し
、
そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
と
決
意

し
て
地
雷
除
去
の
現
場
に
あ
る
コ
ン
テ
ナ

ハ
ウ
ス
に
起
居
し
て
い
ま
す
。

　
父
も
祖
父
も
七
十
歳
前
後
で
他
界
し
て

い
ま
す
。
私
も
そ
の
頃
だ
と
す
れ
ば
、
数

年
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
先
二
年

ほ
ど
で
そ
れ
な
り
の
成
果
の
兆
し
だ
け
で

も
出
せ
る
よ
う
に
算
段
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
甫
十
字
星
を
見
る
度
に
、
北
の
空

に
北
極
星
が
見
え
な
い
度
に
、
遠
く
に
来

た
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
人
生
の
終

末
期
、
決
し
て
不
遇
・
不
運
で
は
な
く
、

・
ｆ
ｔ
き
応
え
の
あ
る
時
と
場
所
と
仕
事
に
恵

ぞ
れ
て
い
ま
す
。

れ
な
い
ま
ま
南
方
の
海
や

･．″９ｉＴ．．。

　　　Ｉ皿　－

　｀‾｀j’-－－･･7･、

　　　　　　＼y

　　　　　　　l､･･
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‾ｙプ

・
・
・
祖
Ｓ
１
ｉ
Ｈ
詞
‐
’
ｙ

四
海
や
叫
に
瓢
印
Ｉ
収
。

る
英
霊
、
そ
の
遺
骨
は
未
だ
以
っ
て
収
集

さ
れ
て
い
な
い
状
況
を
思
亮
ぱ
こ
俯
Ｉ
１

に
申
し
訳
な
い
程
、
今
の
み
聶
堤
遇
が
な

ん
と
幸
せ
か
言
葉
も
あ
り
ま
せ

に
そ
ん
な
気
持
ち
で
す
。
…

に
還
る
も
、
ア
フ
リ
カ
の

匍

し
。
畳
の
上
が
宜
し
か
ろ
私
が
、

も
路
上
で
も
不
満
あ
り
ま
せ
ん
に

ノＺ
／
″土井髪尚（どい・よしなお）

陸上自衛階に勤務。陸将。退●

こ
の
歳

ま
で
生
き
て
き
た
こ
と
だ
け
Ｉ
Ｉ
に
ト
分

満
足
し
て
い
ま
す
。
占
祥
、
占
祥
、
大
吉

祥
で
す
。
残
さ
れ
た
什
事
４
。
１
Ｉ
如
に
生

き
尽
く
し
て
死
ぬ
こ
と
で
あ
っ
て
、
ボ
ケ

な
い
こ
と
が
何
に
も
ま
し
ぞ
大
切
だ
と
［
’
］

覚
し
て
い
ま
す
。
　
　
ｙ

ア
ン
ゴ
ラ
共
和
国
　
ベ
ン
ざ
綴
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
″

－－－ －

-・●

ｊ
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下
條
文
武

（
昭
和
三
七
年
卒
）

　
私
が
新
潟
大
学
の
学
長
に
就
任
し
て
、
早
い

も
の
で
三
年
目
を
迎
え
た
。

　
一
。
０
０
四
年
四
月
に
法
人
化
し
た
国
立
大
学

の
学
長
に
は
り
Ｉ
ダ
シ
ッ
プ
と
権
限
が
与
え
ら

れ
、
大
胆
に
手
腕
を
発
揮
し
、
勝
ち
抜
く
大
学

運
営
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
甲
府
一
高
を
卒
業

し
、
四
万
が
山
並
み
に
囲
ま
れ
た
山
梨
県
か
ら

新
潟
大
学
に
入
学
し
、
六
年
間
の
学
生
生
活
を

ヨ
ッ
ト
部
で
過
ご
し
ぐ
に
と
っ
て
学
長
は
、

さ
な
が
ら
波
高
き
大
海
原
の
な
か
に
漂
う
本
の

菓
の
小
海
を
操
縦
す
る
ス
キ
ッ
パ
ー
（
船
長
）

の
よ
う
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
る
。

　
新
潟
大
学
の
源
は
、
今
か
ら
Ｉ
〇
〇
～
一
四

〇
‘
年
前
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
新
制
国
立

大
学
と
し
て
創
立
し
た
の
は
、
六
ｔ
年
前
の
一

九
四
九
年
で
あ
る
。
以
来
、
今
日
ま
で
東
ア
ジ

ア
に
お
け
る
学
術
の
中
心
を
目
指
し
て
き
た
が
、

ト
ー
ヘ
歳
人
目
の
減
少
、
急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化

な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く
杜
会
環
境
は
か
っ
て

な
い
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
し
て
い
る
五
大
然
資
源

の
少
な
い
我
が
国
に
と
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

に
伺
応
し
未
来
を
担
う
人
材
の
育
成
が
、
大
学

に
課
せ
ら
れ
た
ト
ハ
き
な
使
命
で
あ
る
。

　
そ
の
実
現
の
た
め
、
新
潟
大
学
で
は
新
し
い

教
育
ブ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。
。
全

学
力
学
‐
に
課
程
に
関
わ
る
五
瓦
○
○
以
上
の
科

目
を
全
学
管
理
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
部
の

下條文武（げじよう・ふみたけ）

昭和１８年生まれ。韮崎市出身。新潟

大学医学部を卒業。ボストン大学留学、

新潟大学医学部教授、病院長などを経

て平成20年２月新潟大学の第14代

学長に就任。専門は内科学。日本腎臓

財団学術賞などを受賞。

枠
を
取
り
払
っ
た
授
業
科
目
の
選
択
を
吋
能
と

し
た
。
主
専
攻
と
「
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

提
供
に
よ
り
、
学
生
の
幅
広
い
学
習
を
推
進
し

て
い
る
。
全
国
の
国
立
大
学
に
先
駆
け
て
導
入

し
た
こ
の
副
専
攻
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
主
専
攻
以

外
の
分
野
で
の
学
習
成
果
を
大
学
と
し
て
認
証

す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
例
え
ば
法
律
に
詳
し

い
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
科
学
・
環
境
に
詳
し
い
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
な
ど
、
学
生
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
新
潟
大
学
で
は
ダ
ブ
ル
ホ
ー
ム
制
に

よ
る
学
生
支
援
を
展
開
し
て
い
る
。
専
門
教
育

を
受
け
る
学
部
・
学
科
を
第
一
の
ホ
ー
ム
と
す

る
の
に
対
し
、
専
門
の
壁
を
超
え
た
学
生
達
と

教
職
員
が
担
当
す
る
チ
ー
ム
で
形
成
し
た
第
二

の
ホ
ー
ム
が
、
佐
渡
巾
や
阿
賀
町
な
ど
に
出
向

き
、
各
地
域
が
抱
え
て
い
る
問
題
を
住
民
と
協

力
し
て
学
生
達
自
身
が
見
つ
け
出
し
て
、
課
題

解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
活
動
で
あ
る
。
全
国

で
初
め
て
の
学
生
交
接
シ
ス
テ
ム
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　
本
州
日
本
海
側
唯
一
の
政
令
指
定
都
市
に
タ
。

地
す
る
「
大
規
模
総
合
大
学
」
と
し
て
、
学
生

数
一
万
一
一
．
Ｌ
大
を
擁
す
る
新
潟
大
学
の
プ
レ
ゼ

ン
ス
を
ニ
層
強
化
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
仏

の
中
の
｢
b
c

A
m
b
i
t
i
o
u
s
A
g
a
i
n
!
|
を
樵
焼
さ

せ
て
い
き
た
い
、

１０
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医
薬
品
の
開
発
を
請
け
負
う
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

裂
を
を
ち
Ｌ
げ
た
の
は
ト
八
年
前
に
な
り
ま
す
。

八
十
年
代
後
肢
‐
、
米
国
の
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー

を
訪
問
し
た
時
に
若
い
研
究
者
が
ト
レ
ー
ラ
ー

バ
ス
に
寝
泊
り
し
な
が
ら
実
験
に
夢
中
に
な
っ

て
い
る
の
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
彼

ら
は
「
水
と
電
気
、
研
究
に
必
要
な
図
書
資
料

だ
け
使
わ
せ
て
く
れ
れ
ば
、
実
験
結
果
は
会
社

に
譲
る
。
だ
か
ら
、
敷
地
内
で
実
験
さ
せ
て
く
れ
」

と
、
会
社
に
願
い
出
た
そ
う
で
す
。
彼
ら
の
情

熱
と
行
動
力
に
一
撃
を
食
ら
わ
さ
れ
た
よ
う
な

印
象
を
受
け
、
こ
の
時
初
め
て
活
気
の
あ
る
元

気
な
公
社
を
自
分
の
手
で
っ
く
り
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
医
薬
品
開
発
の
世
界
に
新
し
い
産

業
を
副
出
し
た
い
と
い
う
夢
を
抱
き
、
大
手
製

薬
メ
ー
カ
ー
を
退
職
し
独
立
し
ま
し
た
。
ま
さ

に
、
夢
に
向
か
っ
て
の
に
た
っ
た
。
大
の
挑
戦
一

で
し
た

　
思
い
起
こ
せ
ば
、
常
に
夢
を
揚
い
て
き
ま
し

た
。
幼
い
頃
に
抱
い
て
い
た
ー
エ
ジ
ソ
ン
に
な

り
た
い
」
と
い
う
夢
に
は
じ
ま
り
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
成
功
と
い
う
小
さ
な
が
か
ら
、
吐
会
を

‐
栽
え
た
い
と
い
う
大
き
な
夢
ま
で
。
も
ち
ろ
ん
、

す
べ
て
が
実
現
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
挫
に
し
た
岫
で
も
プ
っ
ま
く
夢
を
回
き
換
え
、

希
望
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
根
幹
に

人
の
挑
戦
中
村
和
男

「
患
者
さ
ん
に
良
い
薬
を
届
け
た
い
」
と
い
う
不

変
の
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
、
そ
の
思
い
の
Ｌ
に
、

夢
の
枝
葉
が
広
が
り
、
中
に
は
見
事
に
実
を
つ

け
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
多
く
の

運
が
味
方
に
つ
い
て
く
れ
た
こ
と
も
確
か
で
は

あ
り
ま
す
が
、
や
は
り
枝
葉
を
枯
ら
さ
ぬ
よ
う

絶
え
間
な
い
努
力
と
挑
戦
を
続
け
て
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

　
努
力
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と

根
が
張
っ
て
い
る
こ
と
、
少
し
ぐ
ら
い
の
風
で

は
倒
れ
な
い
よ
う
な
頑
強
な
根
を
張
っ
て
い
れ

ば
、
た
と
え
夢
が
叶
わ
な
く
て
も
、
新
た
な
夢

を
描
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
情
熱
を

持
ち
続
け
て
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
や
が
て
臨

県
点
に
達
し
、
自
分
の
伜
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
ょ
う
。
夢
や
情
熱
を
持
つ
こ
と
に
年

齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
夢
は
生
き

る
た
め
の
糧
な
の
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
様
々
な
困
難
に
挑
戦
し
無
我
夢
中

で
活
勤
し
て
き
ま
し
た
が
、
夢
と
情
熱
が
あ
れ

ば
ど
ん
な
こ
と
も
乗
り
越
え
ら
れ
ま
す
。
難
し

い
の
は
そ
の
気
概
を
持
ち
続
け
る
こ
と
。
目
ま

ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
吐
血
の
中
で
自
分
を

目
ｔ
哭
う
こ
と
な
く
、
自
‥
分
か
何
を
し
た
い
の
か

を
見
極
め
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
突
進
し
よ
う
。

犬
切
な
の
は
、
一
所
感
八
叩
一
で
あ
る
こ
と
で
す
。

和
四
〇
年
卒
）
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ふるきとは、
・
■

い

。･･一一･央線の勝沼ぶどう郷駅を過ぎると列車は大きく右へ弧を捲きながら盆地へ下りていく。新宿

-………ンネルをいくつ抜けてきただろうか。学生時代数えたら甲府まで３３だったと記憶してい

６　初狩、笹子、勝沼・一一かつてはみなスイヽソチバヽﾘりの駅だった。一旦止まった列車はバッ

ｙア待避線のホームに入り、再び前進していく。まるで人生のように。春は桜、そして桃、さ

ら=1はすももの花が、その向こうにはアルプスの澄んだ山なみ。ここがわたしたちのふるさとだ。

この市町村右わかる？
平成の大合併でふるさと山梨の市町村は1960年(昭和35年)当時の７市37町20村から13市８町

６村(2010年６月現在)､人口は78万2062人から87万2724人(2009年10月現在)にもなりました。

北杜市（2004年I1月）

　明野村大泉村小淵沢町須k町

　高根町長坂町白州町武川村

甲斐市（2004年９月）

　敷島町双葉町屯王町

甲府市（20㈲年３月）

　甲府巾中道町1二九一色村（一部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　　し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　､--/’j

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿●I　　｡:

　　　　　　　　　　　　　　　‥‥‥‥

口　ｊ

=i、tw.’に･≒／

………。,･４

皿’

　μg。りゝ＿之｡恥

｡どｰ－･ﾊごゝ

山梨市（2005年８月）

　山梨市牧丘町三富村

人月Ili
上野原市（2㈱5年２月）

　秋山村E野原町

へ　足和田村勝山村上九一色村（-部）河口湖町

南部町（2003年３月）

　富沢町南部町

※新しい市町名の後は合併の年月

※ふるさとを訪ねる度に商店街が寂れたと感じますが、

　実は県全体の人口は増えているのです。

Nisshinshovol.17
１２

･.’･’輸崎Ili　，.″｀’
一若草町

y.－｡。
中央市（2㈱6年２月）

　田富町玉穂町豊富村

　　　　　　　　　　　　X、

市川三郷町（2005年10月）

　市川大門町て珠町六郷町

く

-瞑!町慟幽謎II幽iy--"

ﾆｰ…………i--池皿lsik､..一一ヽ､-.･‘‘

ぶ

'Iり11町

身延町（2肺4年９月）

　ﾄﾞ部町中富町身延町
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｜

●

本一古いといわれる桜」

/

　　北杜市(旧武川村)の神代桜

　　二千年の闇､毎年咲き舗けていると伝え

　　られる｢山高の神代桜｣｡大正11年国の天

　　然記念他に指定されたエドヒガンザうラ

　　は立派としかいいようがありません｡桜

　／‘の時期は毎年４月上旬｡車なら中央道須

　　､玉インターチェンジから15分です。

｡.J-○閤い合わせ実相寺(0551)26-2ﾜ40

山梨のおすすめスポット
ふるさと山梨にはこんなに素哺らしいところがあるんです。

●，

●

盆地の夜景を一望の温泉」

本－のひまわり畑」

　北杜市(旧明野村)のひまわり畑

明野といえば日本有数の日照率の良いと

ころ｡ここのひまわり畑はつとに知られ

た存在で３０万本近いといいます｡ここ

から見る甲斐駒ヶ岳なども見事で夏はブ

ルーベリー狩りもできます｡すぐ向かい

には県のフラワーセンター(入場料５０

０円)もあって家族で楽しめます｡車なら

中央道韮崎インターチェンジから15分。

○北杜市のホームページで咲き具合など紹介

新日本三大夜景とかいうのがあるそうで、

山梨市のフラワーパークからのぞむ甲府盆

地の夜景もそのひとつに数えられていま

す｡そこから車で５分ほど丘を登ると｢ほっ

たらかし温泉｣木造の建物群は野性昧にあ

ふれ梁山泊のような雰囲気です。

　ほったらかし温泉(入浴料７００円)営業日の出1時回勅～22時

ｒ
ｆ
ｘ ﾚﾚ●

弓

J

と

し;

ぬ盆拍･南,位置すaE珠･
"‾　　石zあるrみたまの漕1ここからは八ヶ岳と

盆地の絶景が楽しめます。

　みたまの湯（入浴肩７５０円）営業10時～23時

●

日御坂峠天下茶屋」
「富士には月見草がよく似合う」太宰泊

の!゛富嶽百摺」で知られる旧撫坂峠。一

時は天下茶国も荒れ放圓でしたが、現在

は建物が再建され、当時のものではあり

ませんが太宰を記念する部屋もつくられ

ています。休日には|日道を唇るマイカー

も増えて、かつての賑わいを取り戻して

います。富士を鮭めながらのほうとうと

じゃがいもの串状のだんごは憩昧、お１

すめです。

｜

｜

回　ｂｅＡｍｂｉ↑ｉｏｕｓ八9cin!

伸・高原・料丿萱の庸

？ヴ
四季の1巨もの　糾り趙めて…

（ 山梨県人会連合会

港区山梨県人会

副会長

会長
中村忠正）

〒413-0232静岡県伊東市ハ幡野1741-204

　　　　　　　　　　　　　TEL 0557-54-0102　　　　　j　　　　

http://www.izunQumiJp



甲府駅北口の完成予想図北口に移転した「藤村記念館」

大
き
く
変
わ
る

　
　
　
　
甲
府
駅
北
□

　
甲
府
駅
北
□
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

駅
舎
は
武
田
通
目
ソ
に
向
か
っ
て
正
面
に
位

置
。
近
く
に
は
武
田
神
社
境
内
に
あ
っ
た

藤
村
記
念
館
が
す
で
に
移
転
、
駅
前
に
は

県
立
図
書
館
の
ほ
か
飯
田
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲

府
放
送
局
も
や
っ
て
く
る
。

過
疎
化
？

そ
の
名
も
舞
鶴
小
学
校

　
春
日
小
、
相
生
小
、
穴
切
小
と
い
え
ば

卒
業
し
た
人
も
多
い
で
し
ょ
う
。
平
成
十

七
年
こ
の
三
つ
の
学
校
が
統
合
さ
れ
春
日

小
用
地
に
舞
鶴
小
が
誕
生
。
校
歌
は
甲
府

市
出
身
の
「
Ｔ
日
Ｅ
　
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
」
宮
沢

和
史
さ
ん
の
作
詞
・
作
曲
。

変
わ
る
甲
府
市
申
心
都

防災新館の完成予想図

元
中
込
・
元
甲
府
西
武
は

　
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
か
ら

　
　
　
　
県
防
災
新
館
へ

　
戦
後
す
ぐ
に
誕
生
し
た
中
込

百
貨
店
、
昭
和
四
十
八
年
ア
ー

バ
ン
中
込
、
ぞ
し
て
西
友
中
込
、

さ
ら
に
甲
府
西
武
、
平
成
十
年

閉
店
。
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
だ
っ

た
が
現
在
取
口
ソ
壊
し
中
。
新
た

に
地
上
１
１
詣
建
て
の
県
の
防
災

新
館
と
な
る
。
平
成
二
十
五
年

十
月
供
用
開
始
予
定
。
防
災
関

係
の
ほ
か
１
階
に
ふ
る
さ
と
物

産
の
セ
ン
タ
ー
が
で
き
る
。

｢自然環境を活かした新庁舎｣

　　　　　市役所全面改築へ

　
甲
府
市
役
所
新
庁
舎
は
平
成
二
十
五
年

五
月
供
用
開
始
予
定
。
地
上
１
０
階
地
下
１

階
。
建
物
外
周
に
ぶ
ど
う
棚
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
配
置
さ
れ
る
ほ

か
、
地
中
顛
、
幅
射
熟
、
自
然
採
光
な
ど

自
然
環
境
を
活
か
し
た
建
物
に
。

’ゝ、

li11ﾔ一一11Z一
※写真、完成予想図は甲府市・山梨県提供甲府市役所の完成予想図（外観）甲府市役所の完成予想図（内部）

cmlc

日本初のＣＲＯ(医薬品開発受託機関)から、

今、世界でも類のない医薬品総合受託産業へ

医薬品分野に新しい価値を割出し、

人々の健康を支える企業グループを目指します

シミック株式会社9UUIUICEO中村和男（U4o9）

〒141-0031東京都品川区西五反田7-10,4

tel.03-5745-707o fax.o3-5745-7077 http://www.cmic.co.jp
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いまふるさとは、

１

甲
府
一
高
キ
ャ
ン
パ
ス

　
甲
府
二
両
の
前
身
、
甲
府
中
学
が
現
在

の
県
庁
の
あ
る
場
所
か
ら
こ
の
地
に
移
転

し
た
の
は
昭
和
三
年
。

　
多
く
の
卒
業
生
が
学
ん
だ
風
格
あ
る
正

面
玄
関
の
校
舎
は
平
成
五
年
新
し
い
建
物

に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ほ
か
の
校
舎
や
体
育
館
、
プ
ー
ル
な
ど

も
新
し
く
な
り
、
か
つ
て
の
面
影
を
残
し

て
い
る
の
は
、
ぼ
ン
ヨ
じ
Ξ
ｏ
⊂
ぃ
の
碑

や
同
に
望
む
富
土
、
西
に
聳
え
る
ア
ル
フ

ス
の
山
な
み
く
ら
い
で
す
。

日新ホールはいまは駐輪堀

圀校とその近辺
鳳
華
楼

－

威肇蕃‘｀'

　皿･jda』･

　
こ
こ
で
も
や
し
そ
ば
や
ラ
ー
メ
ン
を
食

べ
た
思
い
出
の
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
。

ご
主
人
の
中
丸
勲
さ
ん
は
匹
年
前
七
三
歳

で
亡
く
な
り
、
店
は
妻
の
多
可
子
さ
ん
（
七

六
歳
）
と
息
子
さ
ん
で
守
っ
て
い
る
。
ち

な
み
に
ラ
ー
メ
ン
五
百
円
。
多
弓
子
さ
ん

は
「
い
ま
は
学
校
も
厳
し
く
な
り
、
生
徒

が
来
る
の
は
テ
ス
ト
で
早
く
終
わ
っ
た
と

き
く
ら
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

お元気な中丸多可子さん　いまでも安いなつかしいもやしそぱ

〃=
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g
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八
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蕎
床
玉
吻

べ
Ｚ
ち
’
ど
そ
Ｉ
コ

SIＩ
４

９

いまでも生徒の味方店内は音のままこちらもお元気望月さんご夫婦

　
学
校
帰
り
に
良
く
こ
こ
で
お
で
ん
を
食

べ
お
世
話
に
な
っ
た
。
岩
夫
さ
ん
（
八
一

歳
）
福
子
さ
ん
（
八
〇
歳
）
の
ご
夫
婦
が

経
営
す
る
お
店
は
五
〇
年
。
い
ま
で
は
そ

の
お
で
ん
の
販
売
も
な
く
な
り
、
福
子
さ

ん
「
最
近
は
も
う
商
売
に
な
ら
な
い
ね
」

で
も
お
ふ
た
り
は
お
元
気
な
様
子
で
し

た
。

4)I　HAUsERU
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株式会吐ハウセルジャパン

｜

〒１０２-００８２東京都千代田区一番町７－１ 一番町弘和ピル
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徹（昭和45年）

妥売、リストラ、過払請求どれもこれも行過である。

弁護士も会計士も数だけ増えて困ったもんだ。

世の中しょっ中様式変わり、保険手続なんぞだたらウルサイ。

いやな世の中になったもんだ。

　　¶ﾒｰ＼一一ﾐ‾I‾･‾‾‾L’I_.
うんμね乙

し
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生活習慣の

改善は難しい

出目　登㈲和47年卒）
昭和28年山梨県生まれ。秋田大学医学部を卒業後、国立病院医

療センター（現、国立国際医療センター）を経て聖マリアンナ医

科大学教授。専門は臨床精神薬理学、老年精神医学。

著書に「認知症予防学」（明治書院）など。

　
二
〇
一
〇
（
平
成

二
十
二
）
年
五
月
十

三
日
、
朝
日
新
聞
夕

刊
に
「
自
殺
十
二
年

連
続
三
万
人
台
」
と

い
う
記
事
が
記
載
さ

れ
て
い
た
。
警
察
庁

に
よ
る
と
、
二
〇
〇

九
（
平
成
二
十
二

年
の
日
本
の
自
殺
者

数
は
三
万
二
千
八
百

四
十
五
人
で
、
十
二

年
連
続
で
三
万
人
を

上
回
っ
た
と
い
う
。

一
日
平
均
九
十
人
が

自
殺
し
た
計
算
に
な

る
。
都
道
府
県
別
自
殺
率
（
人
目
十
万
人

あ
た
り
の
自
殺
者
数
）
は
、
Ｉ
位
∵
田
梨

県
四
∵
九
、
２
位
一
秋
田
県
四
〇
・
〇
。

３
位
量
目
森
県
三
九
・
四
、
…
そ
し
て
。

4
7
位
（
最
下
位
ご
神
奈
川
県
二
〇
・
五

の
順
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
知
り
、
驚

き
と
同
時
に
暗
い
複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ

た
。
私
が
高
校
生
ま
で
過
ご
し
た
山
梨
が

Ｉ
位
で
、
現
在
住
ん
で
い
る
神
奈
川
県
が

最
下
位
で
あ
る
。
こ
の
集
計
で
は
、
自
殺

者
は
住
所
地
で
は
な
く
、
発
生
地
で
分
類

す
る
た
め
、
自
殺
多
発
地
が
あ
る
都
道
府

県
は
数
値
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
だ

が
、
出
身
地
の
山
梨
県
が
神
奈
川
県
の
２

倍
以
上
の
自
殺
率
で
あ
っ
た
。
山
梨
県
は

生
き
に
く
い
の
か
？
・
　
そ
し
て
、
七
一
・

四
％
が
男
性
で
、
5
0
歳

代
、
6
0
歳
代
に
多
い
。

自
殺
の
原
因
（
特
定
可

能
七
四
・
四
％
）
の
内

訳
は
「
健
康
問
題
」
四

八
八
二
％
、
「
経
済
・

生
活
問
題
」
二
五
・

五
％
、
「
家
庭
問
題
」

十
二
・
五
％
の
順
で
あ

り
、
１
位
の
健
康
問
題

で
は
「
う
つ
病
」
が
最

多
で
あ
っ
た
。

　
私
は
現
在
、
神
奈
川

県
川
崎
市
に
あ
る
聖
マ

リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
神

経
精
神
科
学
教
室
に
教

員
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。
附
属
す
る
大
学
病

院
神
経
精
神
科
、
初
診

患
者
さ
ん
の
診
断
病
名

の
調
査
で
は
、
Ｉ
位
一

気
分
障
害
（
主
に
う
つ

病
）
四
三
％
、
２
位
１
１

器
質
性
精
神
障
害
（
主

に
認
知
症
）
二
四
％
、
３
位
１
１
神
経
症
性
（
不

安
）
障
害
圏
十
七
％
、
４
位
一
統
合
失
調

症
圏
十
三
％
、
そ
の
他
三
％
あ
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
「
う
つ
病
」
と
「
認
知
症
」
で

三
分
の
二
を
占
め
る
。
人
目
構
成
の
高
齢

化
と
と
も
に
、
中
高
年
期
発
症
の
抑
う
つ
・

不
安
、
そ
し
て
認
知
症
に
関
連
す
る
受
診

者
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
疾
患
の

背
景
に
は
、
加
齢
に
伴
う
生
物
学
的
変
化

お
よ
び
中
高
年
期
特
有
の
社
会
的
・
心
理

的
変
化
な
ど
多
要
因
の
関
与
が
予
想
さ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
長
寿
の
果
て
に
は
、

誰
も
が
発
症
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
中
高
年
期
の
精
神
疾
患
リ
ス
ク
の
一
因

は
種
々
の
ス
ト
レ
ス
が
関
与
す
る
と
考
え

ら
れ
る
生
活
習
慣
病
に
あ
る
と
い
う
。
肥

満
や
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
な
ど

の
生
活
習
慣
病
が
う
つ
病
や
認
知
症
の
危

険
性
を
高
め
る
。
加
齢
と
と
も
に
複
数
の

疾
患
が
併
存
し
、
「
生
活
習
慣
病
の
川
下

に
あ
る
の
は
、
身
体
疾
患
ば
か
り
で
な
く
、

う
つ
病
や
認
知
症
を
は
じ
め
と
す
る
中
高

年
期
精
神
疾
患
で
あ
る
」
と
言
う
の
が
国

際
的
な
共
通
の
認
識
で
あ
る
。
中
年
期
か

ら
の
生
活
習
慣
の
改
善
は
、
老
年
期
を
楽

し
く
幸
福
に
過
ご
す
た
め
の
処
方
隻
と
言

え
る
。
病
気
を
患
っ
て
か
ら
治
療
に
専
念

す
る
よ
り
も
、
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
を

す
る
こ
と
（
一
次
予
防
）
の
方
が
、
ず
っ

と
気
が
楽
で
、
恐
ら
く
そ
の
医
療
お
よ
び

経
済
効
果
も
大
き
い
こ
と
が
推
定
さ
れ
て

い
る
。
現
実
問
題
と
し
て
、
う
つ
病
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
（
認
知
症
を
き
た
す
第

一
の
疾
患
）
と
も
原
因
の
詳
細
は
不
明
で

あ
り
、
基
本
的
に
は
対
症
的
な
治
療
の
み

で
、
根
本
的
な
原
因
治
療
は
困
難
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
現
状
で
は
「
予
防
に
勝
る
介

入
は
な
い
」
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ

が
非
常
に
難
し
い
。

，四回峰　　．
滉．．　　ツ回屋旬逼＆　まごﾆろﾆめ四時ま゛ぐ

　　日本出版販売株式会社
｜

代表取締役社長古屋文明
｜

〒101-8710　東京都千代田区神田駿河台4-3

PHONE:03-3233-1111（代）FAX:03-3292-852 1 URL http://www.nippan.co.jp/
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宏一

　
四
月
八
日
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
普
通
科
二
四
一
名
、
英
語

科
四
〇
名
、
計
ニ
ハ
ー
名
の
新
入
生
を

迎
え
、
本
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

跡
部
校
長
は
式
辞
の
中
で
、
「
高
い
目
標

を
立
て
て
、
物
事
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

応
援
練
習

　
四
月
十
四
日
～
十
六
日
、
一
年
生
を

対
象
に
体
育
館
で
応
援
練
習
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ダ
一

一

一

一

Ｆ
喘鳴

㎜

･ 留 価 値

-

"II';………"i

.･･･:i.･･

5

帚

Ｊ
第
六
十
」
回

心
山
梨
県
高
等
学
校

ソ
　
総
合
体
育
大
会

　
五
月
十
三
日
、
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

陸
上
競
技
場
で
総
合
開
会
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
競
技
は
十
五
日
ま
で
お
こ
な

わ
れ
、
甲
府
一
高
は
男
女
あ
わ
せ
て
二

九
種
目
に
出
場
し
ま
し
た
。

■
男
子
総
合
９
位
：
・
優
勝
（
テ
ニ
ス
・

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
）
、
２
位
（
山
岳
）
、
４

位
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）
、
６
位
（
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
）
、
ベ
ス
ト
1
6
（
剣
道
・
サ
ッ
カ
ー
）

一
女
子
総
合
2
8
位
…
優
勝
（
ア
ー
チ
ェ

リ
ー
）
、
４
位
（
山
岳
）
、
ペ
ス
ト
８
（
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
）

　
　
ソ６ＨＵＰ

兼

㎜
高
祭

　
六
月
二
八
日
か
ら
二
日
間
に
わ
た
り

一
高
祭
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
開
祭
式

の
あ
と
、
体
育
館
で
文
化
局
発
表
が
あ

り
、
一
般
公
開
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
方
が
来
校
さ
れ
て
、
ク
ラ
ス
展

示
や
似
顔
絵
、
部
展
示
、
ク
ラ
ス
新
聞

な
ど
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

18VOI.17Nisshinsho



一年甲珀;一志この

ず
貨

全
国
高
校
野
球

　
山
梨
県
大
会

　
七
月
十
一
目
に
行
わ
れ
た
開
会
式
で

本
校
の
山
本
人
喜
主
将
が
選
手
宣
誓
を

行
い
ま
し
た
。
ト
二
日
、
富
上
北
麓
球

場
で
行
わ
れ
た
白
根
高
校
と
の
Ｉ
回
戦

で
は
残
念
な
が
ら
Ｏ
対
５
で
敗
れ
ま
し

た
。

ＳぃTliいi,･;;自
習
室
完
成

　
　
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
北
館
二
階
に
学
習
用
ブ
ー
ス
や
エ

ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
た
「
自
習
室
」
が

完
成
し
ま
し
た
。
早
朝
よ
り
生
徒
に
犬

人
気
で
す
。
同
窓
会
の
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

完成した自習室

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　
八
月
二
十
二
日
（
土
）
に
本
校
に
お

い
て
「
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
午
前
と
午
後
の
二
回
に
分

け
て
、
卸
活
動
披
露
・
施
設
見
学
・
体

験
授
業
等
が
行
わ
れ
、
中
学
生
・
保
護

者
が
約
六
五
〇
名
参
加
し
ま
し
た
。

体験授業（数学）

･.･･･.;･､.　　　l･　　　｜
　………りll　･i………:……:'.1'1　

9

　　参

理
科
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
修

　
九
月
二
十
六
日
（
土
）
　
一
二
一
年
生

八
〇
名
が
バ
ス
二
台
で
黒
四
ダ
ム
と
高

瀬
川
テ
プ
コ
館
を
見
学
に
行
き
ま
し
た
。

０４
－
Ｊ

j･ !l　l，l

lli1 1………･l…………1…………
････………=!.･ ･.･.･･!li･･l･･1･.1･|・

汐

創
立
記
念
講
演

黒四ダム

十
月
二
十
一
日
（
水
）
本
校
の
同
窓
生

で
あ
る
、
新
潟
大
学
学
長
下
條
文
武
先

生
を
お
招
き
し
て
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
狐

き７

下條先生にも登場Again

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ

第
八
十
三
回

・
　
　
　
強
行
遠
足

ト
月
十
日
～
十
一
日
に
、
本
校
最
大
の

行
事
で
あ
る
強
行
遠
足
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
男
子
は
学
校
か
ら
長
野
県
小
海
ま

で
、
女
子
は
須
玉
か
ら
野
辺
山
ま
で
歩

き
ま
し
た
。

■
第
8
3
回
強
行
遠
足
参
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
到
着
状
況

男子 参加者数 参加率 到着者数 到着率

３年 142 95.3％ 54 38.0％

２年 154 95.7％ 82 53.2％

１年 142 95.9％ 57 40.1％

全体 438 95.6％ 193 44.1％

女子 参加者数 参加率 到着者数 到着率

３年 127 96.9％ 126 99.2％

２年 112 96.6％ 110 98.2％

１年 131 98.5％ 131 100％

全体 370 97.4％ 367 99.2％

１９　ｂｅ Ａｍｂｉ↑ｉｏｕｓ Ａｇｏｉｎ!
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I ! I I I I県
高
校
演
劇
大
会

　
演
劇
部
が
、
県
高
校
演
劇
大
会
（
県

高
校
芸
術
文
化
祭
・
演
劇
部
門
）
で
最

優
秀
賞
・
芸
術
文
化
祭
賞
・
創
作
脚
本

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

非現実（戦争）

異空間

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
寄
贈

　
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
事
業
協
賛
会

よ
り
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。

■ ■ 　 ㎜

■ ■ 　

I

･ ・

４
１

･,Lyいｈ目11

八

し
じ
み
汁
の

　
岡
部
勝
男
さ
ん

　
　
　
　
御
逝
去

　
野
辺
山
と
言
え
ば
名
物
の
し
じ
み
汁

を
思
い
起
こ
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
岡
部
勝
男
氏
ご
夫
妻
に
は
四
十

年
以
上
も
前
か
ら
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
十
三
年
前
の
丸
山
氏
（
日

新
食
堂
マ
ス
タ
ー
）
亡
き
後
か
ら
は
、

し
じ
み
の
購
入
か
ら
水
道
の
配
管
や
大

釜
の
セ
ッ
ト
な
ど
、
し
じ
み
汁
作
り
を

一
手
に
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
道
具
や
器
材
は
大
量
の
も

の
で
あ
り
、
職
員
・
保
護
者
は
そ
の
準

備
を
す
る
時
に
、
強
行
遠
足
が
伝
統
あ

る
行
事
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
る
の
で
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

『　l

l¨lbnh……ji l……ll全
国
選
抜

高
校
テ
ニ
ス
大
会

　
第
三
十
二
回
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス

大
会
の
出
場
校
が
五
日
決
ま
り
、
県
内

か
ら
は
男
子
で
甲
府
一
高
が
関
東
地
区

大
会
で
十
位
に
入
り
、
全
国
選
抜
高
校

テ
ニ
ス
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま

し
た
（
七
年
ぶ
り
三
回
目
）
。
三
月
の
全

国
大
会
で
は
一
回
戦
鈴
鹿
（
東
海
五
位
）

に
逆
転
勝
ち
二
回
戦
に
進
み
ま
し
た
。

XIli　　　ll
ﾚ･ｈ=日･ｒｈ卒
業
式

　
ニ
ハ
○
名
の
卒
業
生
が
母
校
を
巣

立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

'‘-

陽騨
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第13回一紅会主催「春の講演

言葉の魔力に
～伝える楽しみ･伝わる喜

　　豊かなコミュニダこ≒

　　文・河野美沙子蕊万
(昭和47年卒)

　
但
例
の
一
社
会
「
春
の
講

演
会
」
は
、
小
雨
模
様
の
肌

寒
い
日
に
も
関
わ
ら
ず
、
三

〇
二
名
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
講
師
は
、
昭
和
四

七
年
卒
、
山
梨
放
送
　
放
送

本
部
報
道
制
作
担
当
補
佐
兼

ア
ナ
ウ
ン
ス
部
長
の
浅
川
初

美
さ
ん
。
浅
川
さ
ん
は
山
梨

放
送
初
の
女
性
管
理
職
で
も

あ
る
。
報
道
番
組
の
メ
イ
ン

キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
現
場
を

指
揮
し
な
が
ら
後
進
の
育
成
に
も
あ
た
っ

て
い
る
。
当
日
は
、
三
十
四
年
間
「
言
葉
」

に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
浅
川
さ
ん
に
「
言

葉
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　
ま
ず
、
ク
リ
ア
な
日
本
語
を
話
す
た
め

の
発
音
練
習
か
ら
始
ま
っ
た
。
聞
き
取
り

や
す
い
日
本
語
を
話
す
た
め
に
大
切
な
の

は
言
葉
の
最
後
に
く
る
５
つ
の
母
音
と
い

う
こ
と
で
、
「
ア
」
「
エ
」
「
イ
」
「
オ
」
「
ウ
」

を
会
場
も
一
緒
に
声
を
出
し
て
練
習
。
そ

れ
ぞ
れ
の
音
の
目
の
形
、
位
置
を
意
識
し

て
発
音
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

実
際
に
一
音
一
音
を
し
っ
か
り
と
出
し
て

み
る
と
、
言
葉
の
明
瞭
度
が
変
わ
る
の
が

実
感
さ
れ
る
。

　
次
に
、
言
葉
の
「
読
み
」
「
ア
ク
セ
ン
ト
」

「
音
の
消
失
」
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て
。

早
急
の
読
み
方
は
「
さ
っ
き
ゅ
う
」
か
ら

「
そ
う
き
ゅ
う
」
へ
。
「
彼
氏
」
「
パ
ン
ツ
」

な
ど
ア
ク
セ
ン
ト
は
平
板
に
。
そ
し
て
鼻

濁
音
の
消
失
。
こ
う
し
た
変
化
は
受
け
入

れ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
日
本
語
と
し
て
耳

で
聞
い
た
と
き
の
感
じ
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
。

　
最
後
に
言
葉
の
一
番
大
き
な
役
割
で
あ

る
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
ト
す
る
こ
と
に
つ

い
て
。

　
会
話
は
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
で
あ
る
と
い

う
。
話
上
手
は
聞
き
上
手
、
言
葉
と
い
う

ボ
ー
ル
を
投
げ
な
が
ら
キ
ャ
ッ
チ
す
る
。

そ
し
て
言
葉
だ
け
で
は
な
く
表
情
、
態
度

も
大
切
な
要
素
に
な
る
。
良
い
聞
き
手
に

な
る
た
め
に
感
情
豊
か
に
、
心
を
動
か
し

て
間
く
。

　
こ
の
と
き
に
う
ま
く
使
い
た
い
の
が
相

槌
。
相
槌
に
は
「
確
認
≒
同
意
≒
催
促
≒
驚

き
」
「
疑
問
」
「
喜
び
」
「
同
情
」
な
ど
が

あ
る
が
、
甲
州
弁
の
「
て
っ
」
は
こ
の
ひ

と
言
で
実
に
表
情
豊
か
に
相
槌
が

で
き
る
と
い
う
。
甲
州
弁
の
懐
か

し
い
響
き
に
会
場
は
ひ
と
と
き
和

ん
だ
。

　
現
代
は
2
4
時
間
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
携
帯
メ
ー
ル
で
言
葉
の
や
り

取
り
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
れ

は
本
当
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
は
な
い
。
や
は
り
人
と
向
き
合
っ

て
言
葉
を
交
わ
す
、
相
手
の
表
情

や
態
度
に
も
心
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
今
の
時
代
は
人
と
向
き
合
う

こ
と
が
苦
手
に
な
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
指
摘
に
は
い
ろ

い
ろ
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　
浅
川
さ
ん
の
講
演
は
、
内
容
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
そ
の
声
の
響
き

の
美
し
さ
も
楽
し
ん
だ
。
明
る
さ

と
華
や
か
さ
を
併
せ
持
つ
講
演
会

で
あ
っ
た
。

＊
こ
の
講
演
会
の
音
声
デ
ー
タ
を

4
7
年
卒
の
Ｈ
Ｐ
で
聞
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て
く
だ

さ
い
。

h
t
t
p
:
/
/
k
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s
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7
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o
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東京同窓会井上会長、一紅会飯田会長と

医療法人社団慈広会
女性に優しい腹腔鏡手術専門病院

住所：神奈川県綾瀬市上土棚中1↓16

TEL : 0467-76-6211
診療科目：胃腸科・外科・婦人科

住所：神奈川県綾瀬市吉岡2361-7

TEL : 0467-76-8001

URL : http://www.jikoukai.com/

矢　崎　病　院

介護老人保護施設ﾒｲﾌﾟﾙ
－
・
－

ｉ

(35年卒)

(44年卒)

浩
史
　
悛
崎
神
矢
三

理事長

院　長
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社会春の講演会

飛躍する
　　同窓文化
一社会会長

飯田冨美子
㈲和33年卒）

　
日
頃
は
一
紅
会
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
第
十
三
回
春
の
講
演
会
」
も
無
事
、
盛
況
裡
に
終
わ
り
ま

し
て
、
同
窓
生
は
じ
め
一
紅
会
幹
事
の
皆
様
に
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
一
紅
会
も
創
設
以
来
十
四
年
が
経
ち
ま
し
た
。
お

蔭
様
で
講
演
会
活
動
も
年
毎
に
成
果
が
あ
が
り
、
東
京
同
窓

会
の
一
翼
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
更
に
講
演
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
と
し
て
、
講
演

会
を
契
機
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
「
も
っ
と
勉
強
し
た
い
」
と

い
う
勉
学
意
欲
に
お
応
え
し
て
、
第
８
回
講
演
会
講
師
の
渡

辺
房
男
先
生
を
囲
ん
で
歴
史
研
究
同
好
会
を
立
ち
上
げ
、
室

内
学
習
会
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ヘ
の
歴
史
散
策
な
ど
を
重
ね
な
が

ら
「
幕
末
維
新
へ
の
旅
」
の
勉
強
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
５

月
に
は
版
籍
奉
還
に
よ
り
解
散
し
た
徳
川
家
臣
団
の
舞
台
と

な
っ
た
牧
ノ
原
、
大
井
川
遺
跡
見
学
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
ト
ー
月
に
は
、
昨
年

の
講
演
会
講
師
守
屋
正

彦
先
生
を
中
心
に
「
中

世
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

探
し
の
旅
」
と
し
て
、

素
晴
ら
し
い
甲
斐
の
国

を
訪
ね
る
企
画
も
ご
ざ

い
ま
す
。

　
一
紅
会
の
講
演
会
も

新
た
な
意
義
を
加
え

て
、
広
が
り
と
深
ま
り

も
増
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
よ
り
充
実

し
た
活
動
を
目
指
し
て

努
力
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
同
窓
文
化
の
更
な
る

飛
躍
を
期
し
て
皆
様
の

一
層
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷

心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

一紅会

　講演会を聞いて

　市川京子
(昭和47年卒)

　
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
講
演
会
で
し

た
。
ま
ず
講
師
の
浅
川
さ
ん
が
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
歴
三
十
四
年
と
い
う
経
験
を
生
か

し
、
磨
き
上
げ
ら
れ
た
発
声
で
、
美
し
い

日
本
語
を
話
さ
れ
る
の
で
、
つ
い
引
き
込

ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
「
母
音
」
の

正
し
い
発
声
法
を
教
材
を
用
い
て
や
さ
し

く
解
説
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
の
皆
さ
ん
も
実
際
に
声
を
出

し
て
練
習
し
ま
し
た
。
や
っ
て
み
る
と
、

な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
し
た
。
圧
巻
は

浅
川
さ
ん
が
毎
日
や
っ
て
い
る
と
い
う
発

声
練
習
の
早
口
こ
と
ば
の
披
露
で
し
た
。

み
ご
と
な
発
声
に
会
場
か
ら
は
拍
手
が
起

こ
り
ま
し
た
。
ま
た
甲
州
弁
に
つ
い
て
の

お
話
も
皆
さ
ん
を
ひ
き
つ
け
ま
し
た
。
誰

も
が
標
準
語
だ
と
思
っ
て
い
た
ア
ク
セ
ン

ト
・
言
葉
が
方
言
だ
っ
た
と
は
・
…
。

　
会
場
全
体
が
山
梨
の
郷
愁
、
同
郷
の
輪

と
い
う
も
の
が
出
来
上
が
り
、
と
て
も
温

か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
限
ら
れ

た
時
間
で
し
た
の
で
、
ま
た
機
会
が
あ
っ

た
ら
、
も
っ
と
お
話
を
お
間
き
し
た
い
と

名
残
惜
し
さ
を
残
し
た
素
晴
ら
し
い
講
演

会
で
し
た
。
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2010,7.101

平成15年(2003) 平成16年(2004) 平成17年(2005) 平成18年(2006) 平成19年(2007) 平成20年(2008) 平成21年(2009) 平成22年(2010)

昭和40年卒 昭和41年卒 昭和42年卒 昭和43年卒 昭和44年卒 昭和45年卒 昭和46年卒 昭和47年卒

　　第21回幹事会

　四谷アーバンクラブ

　H14川/13(水)

・副会長代行追記

　　第24回幹事会

　　神宮前区民会館

　H15/11/28(金)

・副会長代行追記

・役員改選選挙新会長

副会長選出

･会長任期中途辞任

　第28回幹事会

㈱ジャステック

　　　会議室

　H16/11/26(金)

　　第32回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H17/11/29(火)

･役員選出

.｢春の講演会｣

について

　　第35回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　田8/12/19(火)

.｢春の講演会｣

について

　　第38回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　田9川/26(月)

・役員選出

.｢春の講演会｣

について

　　第41回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H20/11/26(水)

.｢春の講演会｣

について

　　第44回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H21川/27(金)

･役員選出

・｢春の講演会｣

について

第6回新春講演会

　H15/1/18(土)

　　山本久氏

アルカディア市ｹ谷

第7回新春講演会

H16/1/3ド土）

　　中村和男氏

アルカディア市ｹ谷

第8回新春講演会

　田7/2/5(土)

　　渡辺房男氏

アルカディア市ヶ谷

　　第9回春の講演会

H18/3/21（火･祝日）

　　　林義子氏

　アルカディア市ｹ谷

　第10回記念

　　春の講演会

　田9/3/10(土)

　　渡辺利夫氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ｹ谷

　　第11回

　春の講演会

　H20/3/削土）

　田沼靖一氏

アルカディア市ｹ谷

第12回春の講演会

　H21/3/7(土)

　　守屋正彦氏

アルカディア市ｹ谷

第13回春の講演会

　H22/3/6(土)

　　浅川初美氏

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ｹ谷

表参道バルバコア

　H15/2/7(金)

　第25回臨時幹事会

　　神宮前区民会館

・新役員就任

・会則改定追記

　　H16/2/6(金)

　第29回幹事会

(株)ジャステック

　　　会議室

H17/3/10(木)

H15/5/7(水)

　東京會舘

田6/5/11（火）

　東京會館

飯田―紅会会長

　副会長新任

田7/5/10(火)

　東京會舘

H18/5/9(火)

　東京會舘

飯田一紅会会長

　副会長再任

H19/5/8(火)

　東京會舘

H20/5/8(木)

　東京會舘

飯田一紅会会長

　副会長再任

H21/5/13(水)

　東京會舘

H22/5/12(水)

　東京會舘

飯田一紅会会長

　副会長再任

　第22回幹事会

四谷アーバンクラブ

　H15/6/27(金)

一紅会の存続か否か

　　継続討論

第26回幹事会

神宮前区民会館

H16/6/23(金)

　第30回幹事会

(株)ジャステック

　　　　会議室

　H17/6/22(水)

　第33回幹事会

東京ウィメンズブラザ

　H18/6/27(火)

第９回講演会の反省

剔Ｏ回講演会の企画

　　第36回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　　H19/7/3(火)

第10回講演会の反省

第11回講演会の企画

　第39回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H20/6/27(金)

第11回講演会の反省

第12回講演会の企画

今後の活動方針

　第42回幹事会

東京ウィメンズブラザ

　H21/6/26(金)

第12回講演会の反省

第13回講演会の企画

　第45回幹事会

東京ウィメンズプラザ

　H22/6/29(火)

第13回講演会反省

第14回講演会企画

H15/7/11（金）

　東京會舘

H16/7/9(金)

　東京會舘

H17/7/8(金)

　東京會舘

H18/7/8(土)

　東京會舘

H19/7/21（土）

　東京會舘

H20/7/26(土)

　東京會舘

H21/7/11（土）

　東京會舘

H22/7/10(土)

　東京曹舘

　　第23回幹事会

　東商スカイルーム

※次回幹事会にて

　一紅会存続か否かを

　決定する

第27回幹事会

新宿中村屋本店

　5Fレミザ

　第31回幹事会

　　㈱内田洋行

潮見オフィス会議室

　　第34回幹事会

東京會舘富国ﾋﾞﾙ店

　　｢パピヨン｣

･18年度活動報告及び

会計報告

･則〇回｢春の講演会｣

について

･43年卒から44年卒

へ当番幹事51継

　　第37回幹事会

東京會舘富国ﾋﾞﾙ店

　　　Fパピヨン」

・活動報告及び会計報告

．「春の講演会」について

・当番幹事引継

・会計交代承認/

新：三田富貴子

　　第40回幹事会

ﾎﾃﾙ銀座ラフィナート

｢アニエスカフエ｣

・２０年度活動報告及

び会計報告

．｢春の講演会｣について

・当番幹事51継ぎ

　　第43回幹事会

ﾎﾃﾙ銀座ラフィナート

　｢アニエスカフエ｣

活動報告及び会計報告

｢春の講演会｣について

当番幹事引継

H15/9/19(金) H16/9/24(金) H17/9/22(木) H18/9/27(水) H19/9/26(水) H20/9/26(金) H21/9/29(火)

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合

「一紅会｣副会長代行が

必要になった時は、学

年幹事がこれを行う

･会計改選

新会計宇野由美子

．「一紅会」会長

副会長改選

新会長飯田冨美子

新副会長水谷園江

を選出

「‐紅会」会則改訂追記

・２月の臨時幹事会は

新春講演会の反省会を

兼ねて開催

｢一紅会｣会長、

副会長、会計改選

全員再任

｢一紅会｣

会長・副会長、

会計改選

会長再任

飯田冨美子

新副会長

竹中みゆき

会計

三田富貴子

｢一紅会｣

会長・副会長改選

会長(再任)

飯田冨美子

副会長(再任)

竹中みゆき
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甲府一高東京同窓会「÷紅会Jy,ﾚjの各年度活動÷覧表

年度 平成８年（1996） 平成９年（1997） 平成10年0998） 平成11年（1999） 平成12年(2000) 平成13年(2001) 平成14年(2002)

当番学年 昭和33年卒 昭和34年卒 昭和35年卒 昭和36年卒 昭和37年卒 昭和38年卒 昭和39年卒

―紅会幹事会

　　剔回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　　H8/3/7(火)

〈会則作成チーム会合〉

　　第４回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　　H9/1/29(火)

　新春講演会

銀座東武ﾎﾃﾙ

　ﾛｼﾞｪﾄﾞｰﾙ

田O/1/12(月)

　第８回幹事会

四谷アーバンクラブ

田O/11/11（木）

　第11回幹事会

四谷アーバンクラブ

卜州川/10(火)

　　第14回幹事会

　四谷アーバンクラブ

　田2川/13(月)

・会計承認

・会則追記

　第17回幹事会

四谷アーバンクラブ

　H13川/6(火)

プロジェクト会合

一紅会新春講演会

　則回新春講演会

　田O/1/17(土)

　　　尾辻紀子氏

銀座東武ﾎﾃﾙﾛｼﾞｪﾄﾙ

第2回新春講演会

卜州/1/23(土)

　　井上幸彦氏

四谷アーバンクラブ

第3回新春講演会

H12/1/15(土)

　平野忠彦氏

一ﾂ橋如水会館

第４回新春講演会

田3/1/20(土)

　　島田紀央氏

アルカディア市ｹ谷

第5回新春講演会

H14/1/26(土)

　　丸山昭氏

アルカディア市ヶ谷

反省会

　　理事会

H10/1/17(土)

四谷アーバンクラプ

　田1/2/12(金)

四谷アーバンクラブ

　H12/1/27(木)

ｱﾙｶﾃﾞｨｱ市ヶ谷

　H13/2/15(木)

銀座高松建設夢工房

　H14/2/19(火)

東京同窓会幹事会

H8/4/25(火)

S28～33年卒

　理事のみ

　H9/4/25(月)

｢―紅会｣幹事全員

　東京同窓会幹事

　H10/4/22(水)

東京同窓会副会長に

一紅会会長就任決

　渡辺一紅会会長

　副会長に新任

H11/4/13(火)

　東京會舘

H12/5/15(月)

　東京會舘

五十嵐―紅会会長

　副会長新任

H13/5/9(水)

　東京會舘

　田4/5/9(木)

　　東京會舘

五十嵐一紅会会長

　副会長再任

‐紅会幹事会

　　第２回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　　H8/5/29(水)

　　　理事のみ

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　　H9/6/1(水)

※｢一紅会｣会則検討

　　第６回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

　H10/6/17(水)

　第９回幹事会

四谷アーバンクラブ

　H11/7/10(火)

　第12回幹事会

四谷アーバンクラブ

　H12/6/15(木)

　第15回幹事会

四谷アーバンクラブ

　H13/6/20(水)

　第18回幹事会

四谷アーバンクラブ

　田4/4/5(金)

　一紅会会長再任

　第19回幹事会

四谷アーバンクラプ

　H14/6/28(金)

東京同窓会
H8/7/3(水)

　東京會舘

H9/7/2㈲

　東京會舘

田O/7/8(水)

　東京會舘

H11/7/10(土)

　東京會舘

田2/7/14(金)

　東京會舘

田3/7/13(金)

　　東京會舘

H14/7/12(金)

　　東京會舘

一紅会幹事会

　　第３回幹事会

東京會舘ｼｪﾛｯｼｰﾆ

第５回幹事会

霞ｹ関東京會舘

　第７回幹事会

銀座ロジェドール

第11回幹事会

パレスホテル

　　第13回幹事会

ﾎﾃﾙﾌﾗﾛｼｵﾝ青山

第16回幹事会

　ｼﾔｰｳｯﾄﾞ

第20回幹事会

ホテルインター

コンチネンタル

　　東京ﾍﾞｲ

引継会 H8/9/25(水)
H9/7/16(水)
　※会則承認

H10/7/29(水) H11/7/26(月) H12/7/28(金) H13/8/24(金) 田4/9/13(金)

　新春講演会

プロジェクト会合

　新春講演会提案

プロジェクト有志決定 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ発足 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会合

特記事項

「一紅会」発足

H8/3/7

会長

渡辺圭子

副会長

五十嵐節子

会則プロジェクト

平成７年東京同窓会よ

り女性ネットワークの

会設立要請

｢一紅会｣会則

10条施行

年度は、

9/1～8/31

東京同窓会

副会長に

「一紅会」会長就任

東京同窓会より

「一紅会」への謝辞

「―紅会」役員改選

会長

　五十嵐節子

副会長

　井上若子

※会則検討

｢一紅会｣会則追記

第5条

･会計1名理事会の総

意で選出

･任期はいずれも2年

間とし再任を妨げない

・会計小松寿恵

「―紅会」会長

再任五十嵐節子

・副会長未選出

25　be Ambi↑ious A9oin!



平成２２年度 第51回

平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

昭和38･54年卒 昭和39･55年卒 昭和40･56年卒 昭和41年卒 昭和42年卒 昭和43年卒 昭和44･60年卒 昭和45年卒 昭和46年卒 昭和47･63年卒

9月12日(水)

銀行倶楽部

9月17日(火)

銀行倶楽部

9月26日(金)

銀行倶楽部

9月30日(木)

銀行倶楽部

9月29日(木)

銀行倶楽部

9月27日(火)

銀行倶楽部

9月26日(火)

銀行倶楽部

9月18日(火)

銀行倶楽部

9月12日(金)

銀行倶楽部

9月14日(月)

銀行倶楽部

4月5日(木)

東京會舘

2月22日(金)

　東京會舘

3月17日(月)

　東京會舘

2月23日(月)

　東京會舘

2月22日(火)

　東京會舘

2月20日(月)

　東京會舘

2月2m(水)

　東京會舘

2月20日(水)

　東京食言

2月18日(水)

　東京會舘

2月８日(月)

　東京會舘

5月9日(水)

東京會舘

5月９日(木)

東京會舘

5月7日(水)

東京食前

5月11日(火)

　東京會舘

5月10日(火)

　東京會舘

5月9日(火)

東京會舘

5月8日(火)

東京會舘

5月8日(木)

東京會舘

5月13日(水)

　東京會舘

5月12日(水)

　東京會舘

7月13日(金)

　東京會舘

7月12日(金)

　東京會舘

7月11日(金)

　東京會舘

7月９日(金)

東京會舘

7月８日(金)

　東京會舘

7月８日(土)

東京會舘

7月2m(土)

　東京有態

7月26日(土)

　東京會舘

7月11日(土)

　東京會舘

7月10日(土)

　東京會舘

　470名

(女性85名)

(来賓7､特別

会員29含む)

　462名

(女性78名)

(来賓13､特別

会員22含む)

　495名

(女性105名)

(来賓12､特別

会員24含む)

　389名

(女性79名)

(来賓15､特別

会員25含む)

　471名

(来賓15､特別

会員22含む)

　537名

(来賓19を含む)

　591名

(来賓口を含む)

　528名

(来賓17を含む)

　591名

(来賓20を含む)

目標500名

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

　男性

¥9,000

　女性

¥9,000

　男性

¥8,000

　女性

¥8,000

　男性

¥9,000

　女性

¥9,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10,000

￥530,222 ¥485､625 ¥1,575,350 ￥504,455 ¥855,767 ¥891,533 ￥905,933 ￥844,107 ¥880,403

独唱伊東剛

伴奏　田中　明

子

司会伊藤英

敏(元YBSアナ

ウンサー)

合唱38会合唱

団

クイズ･甲斐の

国､不思議発見

懐かしのスイン

グジャズ特集

39年卒を中心

とするプラスバ

ンド部､応援部

ＯＢによるスイ

ングジャズ､マ

ンボ､ルンバの

生演奏

笹本茂晴

クァルテット

(BGM)

･独唱(41年卒)

中嶋啓子

梶圭子

ﾋﾟｱﾉ伴奏

･ＢＧＭ

ピアノ演奏

･甲州ワイン試

飲

ワインアドバイ

ザー

･シャンソン独

唱(42年卒)

大原ひさのり

オーケストラ、

斉藤澄､松土正

一他

･ほうとう､甲州

ワインサービス

･伝説のジャズ

ドラマー

森山威男

(38年卒)

･一高現役ﾌﾞﾗ

ｽﾊﾞﾝﾄﾞ演奏

･音楽部OB弦楽

合奏団十川上洋司

(歌唱､44年卒)と

Ｍ｣○十ﾌﾞﾗｽﾊﾞ

ﾝﾄﾞOBの演奏

※

M｣0

(Mondaynight

JazzOrchestra)

は､44年制淋正

家氏主宰のﾊﾞﾝﾄﾞ

･東京藷術大学

音楽部生バンド

Mantovivoに

よるBig Band

Jazz演奏

･強行遠足ビデ

オ放映

･司会小俣雅

子

･50周年記念講演

目野原重明聖路

加国際病院理事

長｢石橋湛山先生

と私&生涯現役

100歳を生きる｣

･御崎神社神事

･信田和雄ﾊﾞﾝﾄﾞ

のｵｰﾙﾃﾞｰｽﾞ

演奏(寺内たけし

＆Ｂ｣のｷｰ

ﾎﾞｰﾄﾞ奏者)

.｢歴史の証人､歴

史を築いた一高

人､そして未来

へ｣(1 2 9周年

同窓会実行委員

会制作)

･よさこい甲斐の

国武田踊り｢風林

火山｣宴舞:川中

島の戦い

･司会１月啓太

(平成8年卒)ＮＨ

Ｋアナウンサー

･テーマI

｢新世紀共生の時代

へ｣

･日新鐘第8号発行

秋認郎新顔

･ﾃｰﾏI

｢改革そして未来｣

･日新鐘第9号発行

･役員改選

渡辺新名誉会長

髭ﾖ新会長

砂新副会長

伊東新監事

小計新闘

･ﾃｰﾏﾆ

｢草のように樹のよ

うに｣

･日新顧10号箭

･ﾃｰﾏ:

｢結び直そう同窓

の絆｣

･東京同窓会名簿

作成配布

･日新群11顎行

･役員改選

飯日陰長新任

他再任

･ﾃｰﾏ:｢今､新た

なり､同窓の詩｣

･日新顧12顎行

･名誉会員

会費規約改正

･ﾃｰﾏ:

｢甦れ噌城魂｣

･日賤郵3顎行

･顧顕規院正

･頴改選

･ﾃｰﾏ:

｢たて･よこ織りな

す絆｣

･日新顧14顎行

･ﾃｰﾏ：

｢ＯＵＲ

Ｇ００Ｄ

ＤＡＹＳ｣

･日新鐘第15号発行

･役員改選

･ﾃｰﾏ:

｢"魁接点"５０

年!｣

･日新顧16顎行

･ﾃｰﾏI

rbe Ambitious

Agai�　今新た

なる人生の扉を再

㈲」

･日新鐘鄙7覗行

･役員改選

(幹事長)

竹内紘司

(副幹事長)

堀内　高

矢口百合子

(事務局長)

山田常夫

　(38年卒)

(幹事長)

飯島善一郎

(副幹事長)

波羅芳武

小林牧子

(事務局長)

笠井　収

　(39年卒)

(幹事長)

原　護

(副幹事長)

佐野允夫

水谷園江

(事務局長)

斉藤勝人

　(40年卒)

(幹事長)

高木悦子

(副幹事長)

内藤茂好

小針直美

(事務局長)

高木悦子/

小計直美

　(41年卒)

(幹事長)

横渾良次

(副幹事長)

ハ田政恭

宇野文子

(事務局長)

八田政恭

　(42年卒)

(幹事長)

池田秀雄

(事務局長)

油井純雄

(副幹事長)

竹中みゆき/野沢顔

纏まゆみ/平朋子

大腸造/鵬剋

鮮紅/門辞-

囲駄馴休Ｈ

古註夫/荷駄

顛頷

　(43年卒)

(幹事長)

清水　昭

(副幹事長)

峯川文江

萩原能成

中村芳文

仲渾孝次

(事務局長)

京島博文

　(44年卒)

(幹事長)

設楽　久敬

(副幹事長)

山下昌彦

飯島登英夫

相川正樹

村上真理子

三井三枝子

(事務局長)

渡遺東

　(45年卒)

(幹事長)

中嶋文夫

(副幹事長)

野呂瀬秀樹

清水勝

山下恵子

西野公子

矢奇裕子

(事務局長)

清水勝

　(46年卒)

(ｲ戈表幹事)

細田　仁

(事務局長)

玄関　稔

(各部会長)

岩渾忠彦

渡辺正文

大野文人

中込敏夫

高石光雄

小川早苗

山田陽子

　(47年卒)
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甲府中学・甲府ゝ高尚東宗同 ∇各年度活動一覧
年　度 平成４年度 平成５年度 平成６年度 平成７年度 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度

当番学年 昭和29･45年卒 昭和30･46年卒 昭和31･47年卒 昭和32148年卒 昭和33･49年卒 昭和34･50年卒 昭和35･51年卒 昭和36･52年卒 昭和37･53年卒

引継会
7月22日(月)

　東条会館

9月16日(水)

銀座ライオン

9月1日(日)

新宿駅好蘭

9月22日(木)

五反田ROCピル

9月19日(火)

銀座らん月

9月10日(火)

銀行倶楽部

9月9日(火)

東京會舘

9月９日(水)

銀行倶楽部

9月29Eﾖ(金)

銀行倶楽部

正･副会長会

　(役員会)

学年代表

幹事会

4月17日(金)

東京駅精養軒

　4月8日(火)

東京駅精養軒

　4月7日(火)

東京駅精養軒

　4月21日(金)

銀座東武ホテル

4月25日(火)

　東京會舘

4月21日(月)

霞が関東京會舘

4月22日(水)

　東京會舘

4月13日(火)

　東京會舘

5月15日(月)

　東京會舘

総　会
6月11日(木)

上野精養軒

6月17日(木)

上野精養軒

6月17日(金)

上野精養軒

　6月2日(金)

銀座東武ホテル

7月3日(水)

東京會舘

7月2日(月)

東京會舘

7月8日(水)

東京會舘

7月10日(土)

　東京會舘

7月14日(金)

　東京會舘

出席者数

　291名

(女性35名)

　239名

(女性28名)

　294名

(女性16名)

(来賓7､特別

会員17含む)

　342名

(女性37名)

(来賓6､特別

会員15含む)

　528名

(女性83名)

(来賓6､特別

会員22含む)

　534名

(女性101名)

(来賓6､特別

会員20含む)

　531名

(女性102名)

(来賓5､特別

会員27含む)

　468名

汝性92名)

(来賓7､特別

会員17含む)

　505名

(女性89名)

(来賓7､特別

会員17含む)

会　費

　男性

￥10,000

　女性

¥8,000

　男性

￥10,000

　女性

¥8,000

　男性

￥10,000

　女性

¥8,000

　男性

￥10,000

　女性

¥8､000

　男性

￥10,000

　女性

¥8,000

　男性

¥10,000

　女性

¥8,000

　男性

￥10,000

　女性

¥8,000

　男性

￥10,000

　女性

￥10､000

　男性

￥10,000

　女性

￥10､000

年次繰越金 ￥873,757 ¥326,703 ￥386,841 ￥430,019 ￥210,640 ￥413,109 ￥426,597 ￥528,340 ¥489,350

催し物

映画:

空からみた甲府

母校校舎写真

(3枚組)

映画:

我､学舎で化育

甲府一高校

舎物語

平野忠彦独唱 若尾他1名

BGM演奏

(ﾋﾟｱﾉ､フルー

ト)

林ひろみ

川上洋次

歌唱

特産即売コーナ

金森静子

独唱

古今亭寿輔

司会と小噺

ロックバンド

生演奏

ダンスタイム

司会保坂正紀

(51年卒)テレ

ビ朝日アナウン

サー

･合唱

音羽ゆりかご会

･太鼓日本太鼓

同好会(潮見台

みどり幼稚園)

･チアリーダー

による演技

･福引

特　記

･母校改築にして寄

付金ｶﾝﾊﾟに協力

･日新鐘第1号発行

･名束校換帳を企画

するも中止となる

･同窓会名簿作成

(無料配布)

･ﾃｰﾏI

｢縦の交流｣

女性部会発足

･日新鐘第2号発行

･渡辺会長｢山梨県

人会連合会｣会長

に就任

･副会長､監事退任

･新任副会長湯

野､秋山(哲)､内

藤､石川

監事:小宮山､飯野

顧問:河酉､大森、

立川

･女性ﾈｯﾄﾜｰｸ

「一紅会｣発足

･総会出席者名簿

作成･配布

･基金募集

244,520円

･日新鐘第3号発行

･ﾃｰﾏl

｢夢みつづけて｣

･一紅会各学年代

表者を幹事として

登録幹事会に出席

･日新鐘第4号発行

･強行遠足70回記

念誌を販売

･同窓会をポラロ

イドカメラで撮影

配布

･テーマ:

｢ﾒﾓﾘｰｽﾞｵﾌﾞﾕｰ｣

･一紅会会長東

京同窓会の副会長

に就任

･日新鐘第5号発行

･ﾃｰﾏl

「いい日出会い」

･初めて土曜日昼

に開催

･日新鐘第6号発行

･ﾃｰﾏ:

｢いま､新たなﾁｬ

ﾚﾝｼﾞ｣

･日新鐘第7号発行

･役員改選

･新任副会長湯

aﾖ､神山､井上､笠

井､五十嵐

監事:小宮山､内藤

顧問:大森､立匿

伴野､飯野

当番学年

代表幹事

石川　員吾

　(29年卒)

神山　茂

　(30年卒)

名取　正

　(31年卒)

保科　儒－

　(32年卒)

笠井　莞爾

　(33年卒)

内藤　勲

　(34年卒)

田中　友昭

　(35年卒)

(幹事長)

土川俊雄

(副幹事長)

太田東洋男

前馬美代子

(事務局長)

中村敏男

(36年卒)

(幹事長)

雨宮　忠

(副幹事長)

廣池哲夫

小松寿恵

(事務局長)

樋泉靖志

　(37年卒)

27　be Ambi↑iousA9oin!



｀零

●,..･

100字私の近況

Iり171

ホームページ入力とファックスでお送りいただいた「わたしの近況」６月１０日までにいただいたもの

を掲載しています。なお、冒頭に今回ご欠席の３人の先生方から近況報告をいただきました。

鈴木智治　４７年卒の男子クラスのみなさんと[智玄会]という会で年に一度楽しいひとときを過ごしています｡８４歳。

　　　先生去年秋体調を崩しましたが､いまは回復に努めているところです。

新海博恭　韮崎高校の校長で退職後20年｡ことし2月８ｏ歳になりました。５ｏ坪ほどの家庭菜園の世話をして晴耕雨読の

　　　先生生活です｡毎日ＮＨＫのテレビ体操を欠かさず健康に過ごしています。

天野　進　４月ヽ自宅の階段から転落ヽ大怪我｡5月､虫垂炎をこじらせて入院｡退職後の私の課題は｢穏やかに老いる｣ということだったが、

　　　先生不穏な日々｡家人はじめ人々に迷惑ばかりかけている｡健康を過信しすぎたと反省にいる｡そんなわけで欠席ですo

渡辺恒法

　(昭和24年卒)

宮沢晃平

　(昭和27年卒)

若尾和子

　(昭和32年卒)

桜井　実

　(昭和33年卒)

保坂嘉郷

　(昭和34年卒)

田尻邦夫

　(昭和36年卒)

石田周而

　(昭和37年卒)

朝５時起床｡善福寺川散策､ラジオ体操会で鍛錬し､新宿コマ劇場の裏にある事務所へ出勤｡借地訴訟や税務の評

価業務をし午後は現地を踏査する､杉並に戻り晩酌を楽しみ早寝する｡私に定年はない｡新宿県人会会長。

早大卒業後ＮＨＫ大局｡社会部､国際部担当､沖縄返還､よど号事件など歴史に残る取材は想い出深い｡生涯現役が信条｡現在

日本記者クラブ会員､早大商議員､早大狛江稲門会会長｡同好会の俳句､英会話等でボケ防止に努め腰痛治療でリハビリ中。

６月３日、日新会ゴルフコンペで３２年卒２回目の団体優勝いたしました｡６０余中､女性５名参加､７２歳の

姥が115打にも関わらず優勝賞金を頂戴しました｡後輩女性の参加お待ちします､次の優勝は､､あなた､、

南アルプス市にある安藤家住宅をモチーフに描いた絵を６月１日に寄贈し皆さんに大変喜んでいただき満足

感でいっぱいです。

古希を迎え趣味三昧の毎日です｡５つの趣味を｢いい･加減｣と｢我が･まま｣をモットーにして楽しんでいます

が､その中のひとつに武田氏史蹟探訪があり｢武田氏研究会｣などの行事に参加しています。

2年前経営の第一線を退いた後も､東京に個人事務所､自宅は兵庫県芦屋市と二重生活が続いています｡また｢骨

太な社会人を育てる｣という目的のＮＰＯ法人の代表をしており､学生たちとの切磋琢磨の日々です。

マグロ漁業の業界団体のお手伝いをしていますが､国際的に操業条件が厳しくなり､漁業を続けていかれるか

どうか､将来性が心配されます。

づ|‖ 信頼施工≫

爆破土木、構造物発破解体、温泉掘削・設備、鉄構製品

ぼ

KACOH

楡ぎ自社11コー
代表取締役会長

伊東　昭（昭和34年卒）

本社／東京都千代田区神田西福田町4-I　　Tel.03-3255-7770　Fax.03-3255-7780

支店゜営業所／東京ヽ仙台ヽ千葉ヽ知多ヽ名古屋ヽ大阪ヽ広島ヽ福岡〔URL http://www.kacoh.co.jp/〕
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100字私の近況

河原道雄

　(昭和37年卒)

風間昭彦

　(昭和39年卒)

山本秀彦

　(昭和41年卒)

茂手木寛

　(昭和42年卒)

飯野(浅卸初美

　(昭和47年卒)

岩滞忠彦

　(昭和47年卒)

上村英子

　(昭和47年卒)

大野文人

　(昭和47年卒)

小川早苗

　(昭和47年卒)

長田政博

　(昭和47年卒)

玄関　稔

　(昭和47年卒)

佐藤みどり

　(昭和47年卒)

8年前から歌手活動を行い､昨年から会社勤務も止め歌手一本でやっています｡歌手名はマイク河原｡神奈川中

心で活動中｡歌や活動の詳細は､マイク河原で検索しホームページでご覧下さい｡応援をお願いします。

時代の変化｡老人問題の新類型｢迷惑老人の出現｣､社会問題の新類型[３組に１組の離婚]､子供問題の新類型

｢離婚夫婦の子供の増加｣｡変化に対応する新たな社会システム構築に挑戦。

当番幹事になった年に、１年限りの予定で東京同窓会ホームページを始めたのが､公式サイト扱いとしていた

だき、７年目になりました｡今後ともインターネットを活用して同窓の絆を繋いで行きたいと思います。

東京にはんこ屋さんをオープンしました｡印章･ゴム印･名刺等を取り扱っています｡東京同窓会のみなさん是

非ご利用ください｡神田駅南口日銀通りです｡しるし屋さんといいます｡h-motegi＠motegi-kk.com　迄！

一紅会･講演会では大変お世話になりました｡今山梨では甲州弁が大ブーム｡ＹＢＳラジオでも先日､特香『いい

じゃん甲州弁』を放送しました汀ふるさとの誂りなつかしＡＭ７６５｣東京でも､一部地域で聴取可！

松江･甲府･広島･東京･山口･甲府･東京･大阪･東京と転勤人生｡アナウンサーから記者まで経験､いまは港区愛

宕の高層ビルにある放送文化研究所で働いています｡高校時代から３０キロ増のメタポおじさんです。

ここ数年国家試験に挑戦しています｡しかし､今年は当番幹事の会計係の仕事と二次会盛り上げ役が忙しく試

験の合格が危うい状況です｡その上､夫のある身でありながら､ある男性に恋しています｡ヨン様～！

昨年､社会人枠で東京海洋大学大学院食品流通安全管理博士前期課程(修士)を終了､国際基準のIS022000(食品

安全マネジメントシステム)の審査員補の資格も取ったのですが､仕事には結びついておらず､トホホの状態。

高校で始めた合唱を今も続けています｡3年前にはドイツの教会でミサ曲を歌いました｡他のグループでは､介

護施設を訪問してミニコンサート｡認知症の方の硬い表情が柔らかくほぐれる様子は感動ものです。

３年２組の長田政博です｡Ｈ１６年当番幹事時に再会した仲間と月１回の山行を今も続けてます｡百名山登頂も

時間の問題？それにしても佐田千鶴･志村美沙子の脚力向上には目をみはる！興味ある仲間の連絡を待つ！

今は仕事より当番幹事作業の方が多くなっています｡他に､子供達を育ててくれた地域に恩返しの意味も込め

て公民館ボランティア活動を８年続けているため､退職後はＮＰＯ活動に参加出来ればと思っています。

昨年秋に我が家の老嬢犬(18歳)が亡くなり､ふわふわ動き回っていた姿を懐かしんでいます｡今春には娘も結

婚し､夫婦二人きりの生活に戻りました｡お互い､欠点を半眼で見ながら趣味に開眼しています。

しiﾝ､/e

TEL047-70Z-7680

　　　　　1“－に昌

礦寵妾噺糾９

♪北総線｢松飛台駅｣

　から南へ徒歩2分♪
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〒272-0801千葉県市川市大町122－74

l瞰ニサシ

DANCE SCHOOL

　　　石原久(S42年卒)
〒162-0843東京都新宿区市谷田町１丁目２番地ランゴスタビル3F

Te1 03-3235-5311

Fax 03-3260-2133
WebSite

　Email
http://ishiharadance.com
infb＠ishiharadance.com



清水久子

　(昭和47年卒)

志村純子

　(昭和47年卒)

高石光雄

　(昭和47年卒)

高地貞雄

　(昭和47年卒)

田中茂樹

　(昭和47年卒)

中込敏夫

　(昭和47年卒)

内藤日谷)紀久美

　(昭和47年卒)

七沢久子

　(昭和47年卒)

新津茂夫

　(昭和47年卒)

馬場有二

　(昭和47年卒)

細田　仁

　(昭和47年卒)

三井昭一

　(昭和47年卒)

100字私の近況

南米３週間の旅を経験｡4000mの高地や120≒四方の塩湖という過酷な環境にあっても､人々の表情は柔和で温

厚でした｡また､循環型社会に暮らす彼らから､あらためて人は自然の一部である事を実感させて貰いました。

仕事を続けながら子育てをし､その娘も巣立ちの時を迎えつつある今､寂しくも喜ばしい気持ちです汀あなた

は､あなた以上でもあなた以下でもない｣と言う母の言葉や周囲の人との絆に支えられ今日まで来ました。

４００床の病院の院長をしています｡管理業務も増えていますが､医師不足のため医師としての業務も増加の

一途です｡激務に耐えながらも､高校時代に決意した初心を忘れるなと自らに言い聞かせている毎日です。

仕事柄､全国各地に出張することが多く､既に全都道府県制覇を達成しています｡定年まであと4年｡今年入社し

た若手の新人と行動をともにしながら､すべての仕事を引き継いでもらうべく奮闘している毎日です。

税理士業３１年目となりました｡２７歳と２５歳の娘２人の父親ですが｢お父さん､まだまだお世話になりま

す｡｣とのこと｡それって､相手がいないってことじゃないの！肩の荷が下りないな～。

当番幹事となり活動を始めた矢先､７月１日付けで､会社を分割して新会社を発足させることとなった｡同窓会

の活動とまさに重なってしまったではないか｡果たして十分な活動が出来るか不安だけど､頑張ろう。

昨年からジュエリーのネットショップを立ち上げ､日々がんばっています｡楽天とyahooに『embellish』という

名前で２店舗出しています｡週末は､健康のためゴルフとトレッキングを楽しんでいます。

山梨県甲府市里吉の地で､七沢歯科医院として二人の子供(歯科医師)とともに診療に携わっております｡また、

現在､山梨県歯科衛生専門学校の校長として４年目を迎えました。

40年前の電気物理クラブでTVカメラを作ったのが人生の始まりで､秋葉原にあこがれて東京の大学に｡会社も

そのまま電気会社でビデオ用半導体開発を｡今は現場から退いて今度は自分でしかできない物作りを模索中。

原子力の仕事から離れ通信会社に勤め１５年になります｡いま茨城県ひたちなか市に住んでいます｡子供(女２

人)は独立し､長女は結婚して子供が二人います｡孫達は､本当に可愛いです｡現在は私の家に同居中です。

義父の創業した「中央区民新聞社」を引き継ぎ間もなく九五年。やっと形になりつつあるところです。前職

は鐘紡でディオールやフィラの営業･企画で､全くの畑違いでしたが「つくる」点では同じだと思っています。

昨年11月末､56歳で辞職｡妻が一昨年､突然にも逝き､昨年来の不況が背中を押した｡ゆったり楽しく活動､それ

が周囲の憩いとなる事をやりがいとしたい｡６月から農林大学の予定ブログhttp://yamazaru01.hamazo.tv/

　辨護士

　深　渾　隆　之

　　　　　(昭和41年卒)

深沢綜合法律事務所

事務所　東京都豊島区東池袋3丁目１番1号

〒170-6022　サンシャイン60　22階12号
　　　　　　TEL　03(3983)2226(代)
　　　　　　FAX　03(3983)2359

小野税理士事務所

税理士小野浩道㈲和39年卒）

〒150-0001

東京都渋谷区神宮前２丁目33番8 － 502 号

Te1 03 － 5772 －7661　Fax 03 － 5772 － 7510
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100字私の近況

米山散文

　(昭和47年卒)

渡辺正文

　(昭和47年卒)

青柳靖元

　(昭和48年卒)

ハ田政仁

　(昭和48年卒)

石川晃一

　(昭和53年卒)

勝村良一

　(昭和53年卒)

樋口雄一

　(昭和53年卒)

望月正紀

　(昭和54年卒)

有友明子

　(昭和56年卒)

楠井一広

　(昭和56年卒)

渡辺郁美

　(平成14年卒)

渡辺　拓

　(平成17年卒)

£

年齢とともに感動が薄れてきているように感じ､気分転換に乗馬を始めました｡色々な性格の馬とのコミュニ

ケーションで､少しは良い剌激になっているようです｡5月の連休にも長野まで出かけてきました。

総合商社に入社して30数年､独身を謳歌し過ぎ帥)42歳で漸く結婚､気が付いたら子供は未だ中2と小5.この調

子だと60歳でのハッピーリタイヤメントは絶望的､65歳でも無理かも？子育てが終わった同期が羨ましい！

一高卒業３７年､ＪＡ(農協)勤務で自称４５歳と１０歳サバを読んで頑張っています｡来年はＳ４８卒が東京

同窓会本幹事です｡幹事会(月１度)へ是非ご参加下さい｡久しく会っていない旧友と会ってみませんか。

来年の幹事に向けて同期生と毎月集まっています｡その後の飲み会が楽しみという話もあるのですが…｡来年

も景気が急に回復するとも思えないので､質素でも楽しい同窓会を目指します。

国立感染症研究所でエイズ研究をしております。

個人ブログhttp://dream4ever.1ivedoor.biz/　http://dream4ever.air-nifty.com/blog/

首都圏にお住まいの働く女性に､山梨が持つ｢美｣｢健康｣｢癒し｣の魅力を伝えたいという願いを込めた｢ビタミ

ンやまなしキャンペーン｣のお手伝いをしています｡皆様､ご支援よろしくお願いします。

私たちＳ５３卒の学年は､第１３０周年甲府中学･甲府一高同窓会総会･懇親会の当番幹事を務めさせていただ

きました｡皆さまのご協力に本当に感謝申し上げますとともに､東京同窓会のご成功をご祈念申し上げます。

２０１１年５月１４日(土)甲府富士屋ホテルで開催予定の第１３１周年甲府中学･甲府一高同窓会総会に向け

て,輿石修実行委員長を中心に準備を進めております｡皆様の御支援･御協力をお願いいたします。

旧姓､山形明子です｡東野醒子という芸名で東京で演劇活動をしています｡我が劇団｢激弾ＢＫＹＵ｣は今年で創

立２５周年を迎えました｡これからも質実剛健を胸に､演劇を通して人の道を究めていきたいと思います。

在学中は卓球部に所属､学校行事の１０ｋｍマラソンでは２年と３年時に１位と体力には自信があったのです

が‥｡今はゴルフの月例競技会に参加することで体力作り中です｡現在､西新宿のロッテに勤務しています。

一高を卒業してから､早９年｡京都の大学を卒業した後､京都で一度就職し､転職を経て､現在は山梨で一般企業

に勤めています｡一高の吹奏楽部で過ごした日々がとても懐かしいです。

甲府一高をＨ１８年の春に卒業して､大学も今年の３月に卒業して､新社会人として山梨県内の市役所で働い

ています｡社会人になって忙しい毎日ですが､みなさんと会える機会があればいいなと思っています。

さらしな

耳鼻咽喉科クリニック

医学博士更級則夫

〒273-0122千葉県鎌ケ谷市東初富6-ﾌｰ１６

　　　ＴＥＬ＆ＦＡＸ．０４７-４４３-３３４６
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　　　代表取締役軽石巻孝（昭和５０年卒）

〒171-0022東京都豊島区南池袋2－ 15－ 1　南池袋光ピル4F

　　　　TEL:03-3986-0048　FAX:03-3986-5794

　　　　　　　http://www.cosmoener..co.‘/
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